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行　政

65歳以上の介護保険料が変わります� 2

第３期宗像市障害福祉計画を策定� 5

古代人も好んだ宝石ヒスイ、「時間旅行ムナカタ」� 14

図書館を最も利用している年代は？、「としょかんへ行こう」� 15

燃やすごみの中身は？　資源化可能なものが約29％も、「みんなで３Ｒ」� 17

有料老人ホームの契約トラブルにご注意！、「転ばぬ先の杖」� 25

市の国保医療費、全国平均上回る、「国保財政の現状と未来」� 7

自主防災組織を結成しよう、「防災特集」� 8〜12
「よかもんはよか！」足元の宝、ふるさと料理、「健康むなかた21」� 26

海の道むなかた館オープン、だんだんボック
ス支援自販機を設置（20〜21ページ）

1〜7 8〜12 13 14・15 16・17 18 19〜25 26

行政 防災特集 男女共同参画 学びの里 環境 カレンダー お知らせ 健康・福祉

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載し
ている市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

●
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
拡
充

▽
離
島
・
沿
岸
部
に
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
を
整
備

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
や
自
治
会
へ
屋
内
個
別

受
信
機
を
配
備

＊
詳
し
く
は
下
記
参
照

●
指
定
避
難
所
の
見
直
し

＊
詳
し
く
は
下
記
参
照

●
内
水
氾
濫
解
析
・
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

▽
防
災
マ
ッ
プ
の
基
礎
と
な

る
災
害
ご
と
の
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
を
作
成

●
内
水
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

▽
水
害
の
時
、
時
間
経
過

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
る
の
か
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

●
地
区
別
カ
ル
テ
の
見
直
し

▽
地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
な

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、全
国
の
自
治
体
で
は
、

防
災
対
策
の
見
直
し
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
宗
像
市
で

も
、
平
成
23
年
度
は
災
害
対
策
本
部
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修

正
や
指
定
避
難
所
の
調
査
な
ど
を
実
施
。
そ
れ
ら
を
基
に
、

本
年
度
実
施
す
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
安
全
課　

☎
（
36
）
５
０
５
０

【
関
連
記
事
８
〜
12
ペ
ー
ジ
】

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

指
定
避
難
所
を
見
直
し

危
険
性
が
あ
る
の
か
、
地

区
別
カ
ル
テ
を
見
直
し

●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

●
市
役
所
庁
舎
機
能
の
強
化

▽
防
災
倉
庫
、本
部
用
機
器
、

資
機
材
・
非
常
食
、非
常
用

電
源
、非
常
用
通
信
手
段

な
ど
を
強
化

●
双
方
向
通
信
の
確
保

▽
指
定
避
難
所
へ
衛
星
携
帯

電
話
を
配
備

●
避
難
所
整
備
の
検
討
（
非

常
用
電
源
、貯
水
タ
ン
ク
、

ト
イ
レ
、
倉
庫
、
非
常
食

な
ど
）

●
標
高
表
示
（
沿
岸
部
）

▽
沿
岸
部
の
電
柱
な
ど
に
標

高
を
表
示

●
自
主
防
災
組
織
結
成
の
促

進
と
支
援

＊
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
参
照

　
災
害
時
は
、
正
し
い
情
報

を
早
く
入
手
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人

に
情
報
を
伝
達
で
き
る
よ
う

に
、
昨
年
４
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
る
「
緊
急
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
を

拡
充
し
ま
す
。

▼
離
島
・
沿
岸
部
に
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
置

　
東
日
本
大
震
災
後
、
市
へ

多
く
の
人
か
ら
「
最
寄
り

 

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
し
ま
す

 

指
定
避
難
所
見
直
す
と
と
も
に
、

衛
星
携
帯
電
話
を
整
備
し
ま
す

　
津
波
対
策
と
し
て
海
水
浴

や
レ
ジ
ャ
ー
で
海
岸
部
に
い

る
市
民
や
来
訪
者
に
音
声
で

情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
や
自
治
会
へ
の
屋
内
個

別
受
信
機
を
配
備

　
災
害
時
に
自
動
的
に
起
動

し
、
音
声
で
緊
急
情
報
を
伝

達
し
ま
す
。

の
指
定
避
難
所
は
ど
こ
？
」

「
指
定
避
難
所
と
し
て
大
丈西山断層地震被害想定（県の2月中間報告）

　
５
月
７
日
（
月
）、サ
ニ
ッ

ク
ス
ブ
ル
ー
ス
の
神
湊
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
合
宿
を
し
て
い
た

全
日
本
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
４
月
28
日
（
土
）
の
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
代
表
と
の
試
合
を

皮
切
り
に
、「
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア

ジ
ア
５
カ
国
対
抗
２
０
１

２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
国
際
大
会
で
は
、
日
本

代
表
が
昨
年
ま
で
4
年
連
続

で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
試
合
の
必
勝
を
祈

願
し
て
、
市
か
ら
10
キ
ロ
の

大
き
な
天
然
タ
イ
や
サ
ザ

エ
、
イ
カ
な
ど
玄
海
産
の
魚

介
類
を
差
し
入
れ
る
と
、「
今

晩
の
夕
食
が
楽
し
み
で
す
」

と
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　
今
後
も
練
習
や
合
宿
に
ぜ

ひ
宗
像
市
に
来
て
く
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
、
ト
ッ
プ

リ
ー
ガ
ー
の
プ
レ
ー
を
間
近

に
見
ら
れ
る
機
会
が
増
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
香
港
代
表
と

の
最
終
戦
も
67
対
0
で
勝
利

し
、
全
勝
で
優
勝
を
決
め
ま

し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
へ
天
然
タ
イ

な
ど
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た

夫
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
、
現

在
の
指
定
避
難
所
39
カ
所
の

調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
、
本
年
度
に
指
定
避
難

所
を
見
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話

が
通
じ
な
く
な
る
な
ど
、
指

定
避
難
所
と
災
害
対
策
本
部

と
の
連
絡
が
困
難
に
な
る
状

況
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
そ
う
い
っ
た
事
態
で
も

連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
、
全

て
の
指
定
避
難
所
に
衛
星
携

帯
電
話
を
整
備
し
ま
す
。

＊
現
時
点
で
の
指
定
避
難
所

は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

平成24年度から、月額4,400円（基準額）に

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
介
護

保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
で
、

そ
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
50

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
の
負
担

割
合
は
、
全
国
の
65
歳
以
上
の

人
と
40
歳
～
64
歳
の
人
の
人
口

割
合
で
決
定
さ
れ
、
平
成
24
～

26
年
度
（
第
５
期
）
で
は
、
65

歳
以
上
の
人
の
割
合
が
21
パ
ー

セ
ン
ト
、
40
歳
～
64
歳
の
人
の

割
合
が
29
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。
平
成
21

～
23
年
度
（
第
４
期
）
に
比
べ

て
、
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
割

合
が
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
図
２
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
費
用（
介
護
保
険
給
付
費
）

と
65
歳
以
上
人
口
の
推
移
を
表

し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に

は
平
成
21
年
度
と
比
べ
て
、
65

歳
以
上
の
人
口
が
１
・
18
倍
、

介
護
保
険
給
付
費
が
１
・
46
倍

に
ま
で
増
加
す
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
の

主
な
要
因
は
、
要
介
護
認
定
者

数
の
増
加
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整
備
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　介護保険料は、介護保険事業計画の策定に合わせ、
３年ごとに見直しています。平成24～26年度（第
５期）の介護保険料は月額4,400円（基準額）に決
定しました。保険料は、今後３年間の介護サービス
にかかる費用や第１号被保険者数（65歳以上人口）
の見込みを基に決定しています。
　また、平成24年度からは、個人の負担能力に応じ、
きめ細かく対応するために設けている所得段階を一
部見直しています。

� ■問い合わせ先　介護保険課　☎（36）４８７７

給
付
費
の
伸
び
率
は
人
口
推
移
よ
り
も
増
加

介
護
保
険
の
財
源

介
護
保
険
料
基
準
額
の
算
定
方
法

公費（税金）
50％

公費（税金）
50％

65歳以上の
人の保険料
21％

65歳以上の
人の保険料
21％

40～64歳の
人の保険料
29％

40～64歳の
人の保険料
29％

図１　介護保険の財源構成

図２　介護保険給付費と65歳以上人口の推移と見込み

　
介
護
保
険
料
基
準
額

と
は
、
介
護
保
険
料
算

定
の
基
礎
に
な
る
も
の

で
す
。
こ
の
基
準
額
を

基
に
、
前
年
の
所
得
や

住
民
税
の
課
税
状
況
に

応
じ
た
所
得
段
階
別
の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り

ま
す
。

　
基
準
額
は
、
お
お
よ

そ
下
記
の
よ
う
な
式
で

算
定
さ
れ
ま
す
。

介護保険給付費伸び率 1.46　＞　65歳以上人口伸び率 1.18
人口

（単位:人）
給付費
（単位:百万円）

介護保険給付費

65歳以上人口

H21 H22 H23 H24 H25 H26
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

第５期計画期間（見込み）第４期計画期間（実績）

20,923

4,633

21,384

5,045

21,835

5,513

22,730

6,036

23,650

6,393

24,723

6,770

65歳以上の介護保険料が変わります

　介護保険法の規定に基づいて、市町村ごとに策定
するもので、要介護認定者の人数や介護保険のサー
ビス、介護予防事業の量の見込みなどを定めた介護
保険を運営するための計画です。
　市では、平成24年３月に第５期
計画（平成24～26年度）を策定し
ました。この計画に基づき、今後
３年間の介護保険料を決定していま
す。

介 護 保 険 事 業 計 画とは

市の65歳以上の人数

市の介護サービス
にかかる費用

65歳以上の人の
負担割合（21％）×

　65歳以上の人数の伸び率に対して、介護
サービスにかかる費用の伸び率が大きけれ
ば、それだけ介護保険料が上昇する仕組み。
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介
護
保
険
料
の
軽

減
に
基
金
を
活
用

●第４期と第５期の介護保険料の比較

　
平
成
21
～
23
年
度（
第
４
期
）

で
発
生
し
た
介
護
保
険
料
の
余

剰
金
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
国
の
方
針
で
は
、
最
低
限
必

要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
次

期
計
画
に
繰
り
入
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
方
針
に
基
づ
い

て
、
基
金
か
ら
ほ
ぼ
全
額
の
３

億
円
を
取
り
崩
し
、
介
護
保
険

料
の
軽
減
に
活
用
し
ま
す
。

【
２
つ
の
主
な
変
更
点
】

①
基
準
額
が
３
９
１
０
円
か
ら

４
４
０
０
円
に

　
平
成
24
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
料
基
準
額
は
月
額
４
４
０
０

円
で
、
こ
れ
ま
で
の
額
か
ら
４

９
０
円
増
額
と
な
り
ま
す
。
増

加
の
主
な
要
因
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
増
加
で

す
。
県
内
の
平
均
で
は
５
１
６

５
円
（
６
９
８
円
増
）、
全
国

の
平
均
で
は
４
９
７
２
円
（
８

１
２
円
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
所
得
段
階
が
変
更
に

　「
本
人
課
税
で
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
未
満

の
人
」
を
対
象
と
し
た
軽
減
措

置
（
旧
第
５
段
階
）
は
、
平
成

18
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
個

人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
で
終

了
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
個
人
の
所
得
に
応
じ

た
保
険
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う

に
、
第
３
段
階
の
特
例
割
合
を

新
設
し
ま
し
た
。

戸
籍
謄
抄
本
の
請
求

　
戸
籍
と
は
、
日
本
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
記
録
し
た
も
の

で
、
夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
を
一

つ
の
単
位
と
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
戸
籍
に
は
、
家
族
構
成

は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
ど
こ
で
生

ま
れ
た
か
、
い
つ
誰
と
結
婚
し

た
か
な
ど
、
人
生
の
中
で
重
要

な
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
戸
籍
の
証
明
書
に
は
、
戸
籍

謄
本
と
戸
籍
抄
本
が
あ
り
ま

す
。戸
籍
謄
本
は
、戸
籍
に
入
っ

て
い
る
人
全
員
の
証
明
。
戸
籍

抄
本
は
、
そ
の
中
の
一
部
の
人

に
つ
い
て
の
証
明
で
す
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
や
年
金
の
申
請

な
ど
に
は
戸
籍
の
証
明
書
が
必

要
で
す
。
請
求
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
戸
籍
は
、
戸
籍
が
あ
る
場
所

（
本
籍
地
）
の
役
所
が
管
理
し

て
い
る
た
め
、
証
明
書
は
全
て

本
籍
地
の
役
所
で
し
か
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

本
籍
地
の
役
所
が
現
在
の
住
所

と
離
れ
て
い
る
場
合
は
、
郵
送

で
も
請
求
で
き
ま
す
。

　
請
求
者
が
同
一
戸
籍
の
人
の

場
合
は
、
戸
籍
の
証
明
書
の
請

求
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
請
求
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で

す
。

　
請
求
者
が
同
一
戸
籍
で
な
い

場
合
は
、
請
求
す
る
戸
籍
の
証

明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
の

委
任
状
と
、
請
求
者
本
人
の
確

認
が
で
き
る
証
明
書
の
提
示
が

必
要
で
す
。

＊
自
動
交
付
機
保
守
点
検
の

た
め
利
用
を
停
止
し
ま
す

　

７
月
９
日
（
月
）
〜
同
12

日
（
木
）
の
４
日
間
、
市
役

所
と
サ
ン
リ
ブ
く
り
え
い
と

宗
像
に
設
置
し
て
い
る
自
動

交
付
機
が
機
器
保
守
点
検
作

業
の
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
期
間
中
、
証
明
書
の

交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
市

役
所
の
開
庁
時
間
内
に
市
民

課
か
税
務
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

　�

☎
（
36
）
１
１
２
６

第
４
期（
平
成
21
年
～
23
年
）

所得
段階 第１段階 第２段階 第３段階

第４段階
第５段階 第６段階 第７段階 第８段階 第９段階

特例割合

対象者

生
活
保
護
受
給
者

世帯非課税 世帯課税
本人非課税 本人課税

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

前年の
合計所得金額
＋課税年金
収入額 第２段階に

該当しない人

前年の
合計所得金額
＋課税年金
収入額 第４段階

特例割合に
該当しない人

前年の合計所得金額

80万円
以下

80万円
以下

125万円
未満

125万円
以上

200万円
未満

200万円
以上

400万円
未満

400万円
以上

600万円
未満

600万円
以上

負担
割合

基準額
×0.5

基準額
×0.5

基準額
×0.75

基準額
×0.95 基準額 基準額

×1.2
基準額
×1.25

基準額
×1.55

基準額
×1.75

基準額
×1.95

年額 23,460円 23,460円 35,190円 44,570円 46,920円 56,300円 58,650円 72,720円 82,110円 91,490円
月額 1,955円 1,955円 2,93２円 3,714円 3,910円 4,691円 4,887円 6,060円 6,842円 7,624円

第
５
期（
平
成
24
年
～
26
年
）

所得
段階 第１段階 第２段階

第３段階 第４段階
第５段階 第６段階 第７段階 第８段階

特例割合 特例割合

対象者

生
活
保
護
受
給
者

世帯非課税 世帯課税
本人非課税 本人課税

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額 第２段階

第３段階
特例割合に
該当しない人

前年の
合計所得金額
＋課税年金
収入額 第４段階

特例割合に
該当しない人

前年の合計所得金額

80万円
以下

120万円
以下

80万円
以下

200万円
未満

200万円
以上

400万円
未満

400万円
以上

600万円
未満

600万円
以上

負担
割合

基準額
×0.5

基準額
×0.5

基準額
×0.70

基準額
×0.75

基準額
×0.95 基準額 基準額

×1.25
基準額
×1.55

基準額
×1.75

基準額
×1.95

年額 26,400円 26,400円 36,960円 39,600円 50,160円 52,800円 66,000円 81,840円 92,400円 102,960円
月額 2,200円 2,200円 3,080円 3,300円 4,180円 4,400円 5,500円 6,820円 7,700円 8,580円

４期と
の差額

年額 2,940円 2,940円 1,770円 4,410円 5,590円 5,880円 9,700円 7,350円 9,120円 10,290円 11,470円
月額 245円 245円 148円 368円 466円 490円 809円 613円 760円 858円 956円

新
設

統
合

（旧）

（新）

介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
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●
対
象
　
視
覚
障
が
い
の
手
帳

を
持
ち
、
同
行
援
護
用
の
質

問
票
で
視
力
と
移
動
の
状
況

が
条
件
に
該
当
す
る
人

＊
同
行
援
護
用
の
質
問
票
は
利

用
希
望
が
あ
っ
た
と
き
に
確

認
＊
身
体
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

こ
れ
ま
で
、
重
度
の
視
覚
障
が
い
が
あ
る

人
へ
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
移
動
支
援
事
業
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
で
新
た
に
「
同

行
援
護
」
と
し
て
対
象
者
を
広
げ
て
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

早
め
の
申
請
を

表１　施設入所者の費用の目安（基準費用額）日額

施　設
介護老人福祉施設
短期入所生活介護

介護老人保健施設
介護療養型医療施設
短期入所療養介護

居住費
（滞在費）

ユニット型個室 1,970円 1,970円

ユニット型準個室 1,640円 1,640円

従来型個室 1,150円 1,640円

多床室 320円 320円

食　費 1,380円 1,380円

＊実際の食費と居住費（滞在費）の利用者負担額は、「利用者と施設の契約」
で決められるため、施設によって異なります

表２

利用者負担 対　象

第１段階
▽本人と世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受
けている人

▽生活保護を受けている人

第２段階
▽本人と世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額と課税年金収入額の合計が年間80万円以下の人

第３段階
▽本人と世帯全員が住民税非課税で、利用者負担第２段
階に該当しない人

表３

施　設
介 護 老 人 福 祉 施 設
地域密着型介護老人福祉施設
短 期 入 所 生 活 介 護

介 護 老 人 保 健 施 設
介護療養型医療施設
短 期 入 所 療 養 介 護

利用者負担段階 第１段階 第２段階 第３段階 第１段階 第２段階 第３段階

居住費
（滞在費）

ユニット型個室 820円 820円 1,310円 820円 820円 1,310円

ユニット型準個室 490円 490円 1,310円 490円 490円 1,310円

従来型個室 320円 420円 820円 490円 490円 1,310円

多床室 0円 320円 320円 0円 320円 320円

食　費 300円 390円 650円 300円 390円 650円

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
専
門
的
介

護
や
医
学
的
管
理
下
で
の
介

護
、
看
護
が
必
要
な
人
は
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
な
ど
の

介
護
保
険
施
設
）
や
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
負
担
額
は
、
①
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
１
割
②
食
費
③
居
住

費
（
滞
在
費
）
④
理
美
容
な
ど

の
日
常
生
活
費
で
す
。

　
②
食
費
と
③
居
住
費
は
、
国

が
表
１
の
よ
う
に
、
目
安
を
設

定
。
表
２
に
該
当
す
る
人
は
、

段
階
に
応
じ
て
食
費
と
居
住
費

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
利
用
者
の
負
担
の
上
限

額
（
以
下
負
担
限
度
額
）
は
、

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
表
３

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

で
、表
２
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
、
負
担
限
度
額

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
有
効

期
限
は
６
月
30
日
（
土
）
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
５
月
下
旬
に
更
新

の
手
続
き
を
個
別
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
要
件

に
該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
減
額
の
対
象
と
な
る
の
は
申

請
し
た
月
の
初
日
か
ら
で
す
。

新
し
い
認
定
証
が
届

い
た
ら
、
施
設
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

… 福祉タクシー利用券を交付しています …
　市では、３月19日から平成24年度福祉タクシー利用券を交付しています。福祉
タクシー利用券の助成事業は、重度の障がいのある人（児童も含む）に対し、小型
タクシーの基本料金を助成する制度です。利用券の交付は、次のとおりです。
●対象（施設に入所中、病院に入院中の人は対象外）
①身体障害者手帳の交付を受けている人で次のいずれかに該当する人
▽視覚障がいの１級、２級の人
▽肢体不自由の１級、２級の人
▽内部障がいの１級、２級の人
②療育手帳の交付を受けている人で、障がいの程度がＡの人
③精神保健福祉手帳の交付を受けている人で、等級が１級の人
●持参品　▽身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳のいずれか
　　　　　▽窓口に来る人の印鑑
●交付時間　土・日曜日と祝日を除く8：30～17：00
●交付場所　▽市役所福祉課障害者福祉係（北館１階15番窓口）
　　　　　　▽大島行政センター
●利用方法　乗車時に身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳のいずれかを
タクシー乗務員に提示後、利用券を乗務員に渡す
＊利用できるタクシー会社は、宗像市と福津市に営業所を持ち、当市と協定を締結
している業者に限ります
■問い合わせ先　▽福祉課障害者福祉係　☎（36）３１３５
　　　　　　　▽大島行政センター　　☎（72）２２１１

人
は
事
前
に
障
害
程
度
区
分

の
認
定
が
必
要

●
内
容
　
外
出
時
に
ヘ
ル
パ
ー

ら
同
行
援
護
従
事
者
が
同
行

し
て
、
移
動
に
必
要
な
情
報

（
代
筆
、
代
読
を
含
む
）
の

提
供
や
、
移
動
時
の
安
全
確

保
や
誘
導
な
ど
を
支
援

●
自
己
負
担
　
利
用
し
た
費
用

の
１
割
（
所
得
な
ど
に
応
じ

て
上
限
額
あ
り
）

＊
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
市

が
発
行
す
る
受
給
者
証
が
必

要
で
す
。
福
祉
課
障
害
者
福

祉
係
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

同同同
行行行
援援援
護護護

同 

行 

援 

護

覚
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー
ト

視
覚
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー
ト

視
覚
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー
ト

視
覚
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係　

☎
（
36
）
４
８
７
７
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市
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
カ
年

を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
宗

像
市
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
必
要
な
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
な
ど
が

地
域
で
計
画
的
に
提
供
さ
れ
る

基
盤
整
備
を
図
り
、
障
が
い
者

施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
の
指
針
で
す
。

　
本
計
画
の
基
本
理
念
は
障
害

者
基
本
法
に
基
づ
く
も
の
で
、

「
全
て
の
市
民
が
、
障
が
い
の

有
無
を
問
わ
ず
、
か
け
が
え
の

な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
つ

つ
、
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の

機
会
を
保
障
さ
れ
、
互
い
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
う
共
生

社
会
を
実
現
」す
る
こ
と
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
障

が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
全
て

の
市
民
が
共
に
働
き
、
共
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
本
計
画
の
目
指

す
将
来
像
と
、
計
画
を
推
進
す

る
上
で
の
５
つ
の
基
本
的
な
視

点
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
計
画
全
文
は
、
市
ＨＰhttp:// 

w
w

w
.city.m

unakata.
lg.jp/

→
「
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
」
→
「
障
害
者
福
祉
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す

住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
暮
ら
す

第
３
期
宗
像
市
障
害
福
祉
計
画
を
策
定

　
宗
像
市
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
は
、
地
域
の
障
が
い
者
へ

の
支
援
体
制
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
や
、
障
が
い

者
の
自
立
・
社
会
参
加
に
つ
い

て
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
22
年
４
月
１
日
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
医
療
、
障

が
い
当
事
者
・
家
族
団
体
、
教

育
、
行
政
な
ど
の
関
係
者
25
人

の
委
員
で
構
成
。
事
務
局
は
、

市
福
祉
課
と
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
指
定
相
談
事
業

所
）
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
に
は
、
障

が
い
者
の
支
援
を
よ
り
効
果
的

に
実
施
す
る
た
め
生
活
部
会
と

就
労
部
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
は
、

生
活
・
就
労
支
援
の
た
め
の
地

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第1回

●
目
指
す
将
来
像

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
共
に

支
え
合
い
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち

●
基
本
的
な
視
点

①
障
が
い
者
の
自
己
決
定
と

自
己
選
択
の
尊
重

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
や
生
活
の
場
、

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
、
自
己
決
定
、
自
己
選
択

す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
そ
の
実

現
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
意
思
能
力
が
十
分
で

な
い
人
に
つ
い
て
も
、
本
人
の

立
場
に
立
っ
た
権
利
擁
護
の
支

援
を
推
進
し
ま
す
。

②
障
が
い
者
の
就
労
支
援

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
一

般
就
労
の
推
進
や
職
業
訓
練
、

福
祉
的
就
労
の
場
の
確
保
な
ど

が
必
要
で
す
。
地
域
で
の
就
労

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や
職
場

の
開
拓
な
ど
を
進
め
ま
す
。

③
障
が
い
者
の
地
域
生
活
へ
の

移
行
・
定
着
支
援

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
病
院
、

施
設
か
ら
地
域
生
活
に
移
行
し

た
り
、
家
族
か
ら
自
立
し
て
ひ

と
り
暮
ら
し
を
始
め
た
り
す
る

域
の
現
状
や
課
題
・
問
題
点
の

把
握
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
、
情
報
の
共
有
化
な
ど
を
図

り
な
が
ら
、
障
が
い
者
や
家
族

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

検
討
・
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
毎
月
15
日
号
で
協
議

会
や
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�
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学校開放で一時休息を実施

障がい児放課後等
対 策 事 業

●
学
校
開
校
期
間

▽
月
～
金
曜
日
＝
放
課
後
～
午

後
６
時
30
分

▽
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間

▽
月
～
金
曜
日
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時
30
分

▽
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
休
業
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

●
場
所
　
げ
ん
き
っ
こ
く
ら

ぶ
・
ほ
っ
ぷ
（
河
東
小
学

校
・
余
裕
教
室
）

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る

小
学
生
～
高
校
生

▽
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

（
学
童
保
育
事
業
を
利
用
で

き
る
児
童
を
除
く
）

●
定
員
　
15
人

●
申
込
方
法
　
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
福

祉
課
障
害
者
福
祉
係
（
北
館

１
階
・
15
番
窓
口
）
へ
直
接

申
し
込
む

た
め
に
、
居
住
の
場
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
生
活

の
困
り
ご
と
、
健
康
管
理
な
ど

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ

い
て
、
い
つ
で
も
相
談
し
、
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

④
地
域
ぐ
る
み
の

　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
支
援

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
な

社
会
参
加
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
生

活
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
住
民

と
の
相
互
理
解
や
協
力
が
必
要

で
す
。
地
域
で
支
え
合
う
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、
地
域
住

民
、
行
政
、
事
業
者
、
地
域
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と
保

護
者
の
養
育
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
障
が
い
児

放
課
後
等
対
策
事
業
と
し
て
「
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー

ビ
ス
（
一
時
休
息
）」
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

☎
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⑤
政
策
横
断
的
な

障
が
い
者
施
策
の
展
開

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
は

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
、
生
活
環
境
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
利
用
を
前
提
と
し
た
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
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日本脳炎の予防接種を
受けましょう

　市では、がん検診受診率を50％に上げることを目標に、平成21年度
（大腸がん検診は平成23年度）から一定の年齢の人に対する「がん検診
無料クーポン券事業」を開始しました。本年度、対象となる人（表１）に、
無料で受診できる「がん検診無料クーポン券」を送付しています。

（表１）
子宮頸がん

（女性のみ）
乳がん

（女性のみ）
大腸がん
（男女）

生年月日

● ● 昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日

● ● 昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日

● ● 昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日

● ● 昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日

● ● ● 昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日

● 昭和５１年４月２日～昭和５２年４月１日

● 昭和５６年４月２日～昭和５７年４月１日

● 昭和６１年４月２日～昭和６２年４月１日

● 平成３年４月２日～平成４年４月１日

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

予
防
接
種
後
に
重
い
病
気
に

な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
17
～
21
年

度
の
期
間
は
積
極
的
な
勧
奨
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現

在
は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
、接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成

19
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
人
は
、

20
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
無
料

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
状
況

を
確
認
し
、
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
場
合
は
、
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
参
考
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
対
象
者
に
は
、
順
次
案
内
を

す
る
予
定
で
す
。
本
年
度
は
小

学
２
～
３
年
生
の
児
童
に
案
内

し
て
い
ま
す
。
個
別
の
案
内
が

来
て
い
な
い
人
で
も
、
平
成
７

年
６
月
１
日
～
平
成
19
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
（
４
回
）
が

終
わ
っ
て
い
な
い
人
は
、
20
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

子
ど
も
家
庭
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
接
種

�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
１
期
＝
生
後
６
カ
月
か
ら
90

カ
月
（
７
歳
半
）
の
間
に
３

回
接
種

▽
１
回
目
＝
標
準
的
な
接
種
開

始
時
期
は
３
歳

▽
２
回
目
＝
１
回
目
接
種
後
７

日
～
28
日
の
間
に
接
種

▽
３
回
目
＝
２
回
目
か
ら
約
１

年
経
過
後
に
接
種

●
２
期
＝
９
～
13
歳
未
満
の
間

に
１
回
接
種

＊
１
期
と
２
期
を
合
わ
せ
て
計

４
回
接
種

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

�

☎
（
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）
１
３
６
５

子宮頸がん、乳がん、大腸がんの
がん検診無料クーポン券を送付

　平成23年度、市献血推進協議会が実施した地域献血では、1,176人の
みなさんに協力してもらいました（表１）。
　現在、日本国内では、高齢化社会に伴う輸血者の増大などで、血液が
不足しています。地域献血では、血液の比重不足による献血不適格の人
には、市食生活改善推進会による食事アドバイスも実施しています。
　また、平成23年４月１日から男性に限り17歳から全血献血（400mℓ）
ができるようになりました。献血の日時や場所は、むなかた健康づくり
情報誌「いきいき」と広報紙の毎月１日号でお知らせしています（７月
の開催は表２を参照）。
　「献血」はあたたかい思いやりの心です。みなさんの善意による無償の
献血で、多くの命が救われています。みなさんの協力をお願いします。
� ■問い合わせ先　健康づくり課　☎（36）１１８７

実施日 場所
参加
者数

採血者数
（400mℓ）

不適格
者数

（内訳）

比重不足 その他

４月７日
日本赤十字
九州国際看護大学

100 58 42 26 16

４月２８日 市役所 174 133 41 34 7

５月１０日
サンリブ
くりえいと宗像

96 68 28 19 9

７月８日 道の駅むなかた 76 62 14 9 5

７月１２日
日の里コミセン 32 27 5 4 1

赤間西コミセン 39 27 12 9 3

７月２８日 市役所 160 142 18 14 4

８月３日
南郷コミセン 16 13 3 2 1

赤間コミセン 49 33 16 13 3

９月９日 自由ヶ丘コミセン 76 63 13 8 5

１０月１２日
池野コミセン 30 28 2 1 1

鐘崎漁協 21 14 7 6 1

１１月８日
道の駅むなかた 48 40 8 5 3

宗像大社 29 20 9 4 5

１１月１１日 宗像漁協大島支所 37 27 10 6 4

１１月１７日 ゆめタウン宗像 56 43 13 8 5

１２月２日 市役所 154 123 31 18 13

１２月２０日
赤間西コミセン 33 29 4 4 0

赤間コミセン 26 21 5 5 0

１月３０日
サンリブ
くりえいと宗像

108 70 38 25 13

３月１日 自由ヶ丘コミセン 62 47 15 11 4

３月６日
南郷コミセン 29 23 6 3 3

日の里コミセン 23 21 2 1 1

３月２１日
道の駅むなかた 30 25 5 2 3

鐘崎漁協 24 19 5 2 3

合計 1,528 1,176 352 239 113

日程 場所 時間

７月11日（水） 道の駅むなかた
  9:30～12:00

13:00～15:30

７月19日（木）
日の里コミセン 10:00～12:00

赤間西コミセン 14:00～16:00

「献血」は思いやりの心
７月は「愛の血液助け合い運動」月間

平成23年度市献血事業実績（地域献血） 単位（人）表１

献血の実施予定日（７月）表２

平成７年６月１日から平成19年４月１日生まれの人は

特別措置で接種期間が延長されています

＊実施している地域以外の人も献血できます

＊献血会場で、健康状態やその他の理由で献血をお断りする場合があります

　検診会場、日程、申込方法などは、クーポン券と同封の「受診のお知
らせ」を参照してください。自分自身の健康と、がんを早期に発見し、
早期に治療するために、がん検診を受けてください。
 ■問い合わせ先　健康づくり課　☎（36）１１８７
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国保財政が悪化する構造的要因

　国保は、誰もが安心して必要な医療を受けることができる

国民皆保険体制を支える基盤となっています。

　会社員や公務員らの被用者保険（会社の保険など）対象者

以外の全ての人を対象としているため、職を持たない人や退

職した人らの割合が多くなります。国保は被用者保険などに

比べて年齢構成が高いため、医療費水準が高くなっています

が、その半面、所得水準は低いという構造的な問題を抱えて

います。

　被用者保険の一つである健保組合と国保を全国平均で比較

すると、65歳～74歳の加入割合では、健保組合2.6％に対し

て国保31.4％、１人当たりの医療費では、健保組合13.3万

円に対し国保29万円、１人当たりの平均所得では、健保組合

195万円に対し国保91万円となっています。

　さらに、国保加入者のうち無所得世帯の割合が、22.8％と

いう高い割合になっていることにも問題の深刻さがうかがえ

ます。

　また、近年、国保の構造的な問題に加え、高齢化の進行や

医療技術の高度化に伴う医療費の高騰、経済状況の悪化によ

る国保税収の減少などが、市の国保財政に大きな影響を与え

ています。

１人当たりの医療費が増加

　福岡県の平成22年度国保被保険者１人当たりの医療費は33

万1,373円（全国平均の1.11倍）で、全国47都道府県の中で

14番目に高い医療費水準となっています。

　宗像市の１人当たりの医療費も、32万9,398円で全国平均

を上回っています（グラフ１、表１参照）。

　また、宗像市の平成20年度の１人当たりの診療費を、入院、

入院外、歯科に分けて全国平均と比較すると、特に経費がか

かる入院診療費が全国平均を大きく上回り、医療費高騰の要

因となっています（グラフ２、表２参照）。

増加する医療費、減少する国保税収額

　被保険者が負担する国保

税は、世帯の加入者の所得

や人数などによって決まり

ます。しかし、宗像市の国

保被保険者１人当たりの医

療費が増加を続けているの

に対し、１人当たりの国保

税収額は、経済状況悪化の

影響などで減少を続けてい

ます。

　宗像市の平成24年度国保の予算では、宗像市国民健康保険

加入者１人当たりの医療費は35万475円となる見込みで、医

療費と国保税収額の差も年々広がっています（グラフ３、表

３参照）。

　このように、国保財政が危機的状況にある今こそ、経営健

全化に向けて改善策に取り組むことが不可欠です。

国保財政国保財政のの
現現状状とと未未来来
国保財政の
現状と未来

第
３
回

市の国保医療費、全国平均上回る
　国民健康保険財政の健全化に向けて市民のみなさんと情報を共有することを目的に、毎回テーマ
を決めてお知らせする「国保財政の現状と未来」。前回お知らせした危機的状況にある「宗像市国民
健康保険」の財政状況について詳しくお知らせします。

■問い合わせ先　国保医療課　国民健康保険係　☎（36）１３６３

0
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表１　国保被保険者１人当たりの医療費 （単位：円）

年度 H19 H20 H21 H22

宗 像 市 300,624 306,100 312,054 329,398

福 岡 県 311,119 316,830 324,430 331,373

全国平均 272,555 281,761 289,885 299,326

福岡県保険医慮介護部医療保険課資料（平成24年３月発行）から

表２　平成20年度１人当たりの診療費内訳 （単位：円）

全　体 入　院 入院外 歯　科

宗 像 市 250,093 118,672 104,875 26,546

福 岡 県 256,061 124,840 105,844 25,377

全国平均 225,006 99,626 103,020 22,360

表３　宗像市の国保被保険者１人当たりの医療費と税収額の推移 （単位：円）

年度 H20 H21 H22 H23（見込み）H24（見込み）

１人当たりの
医療費 306,100 312,054 329,398 340,879 350,475

１人当たりの
国保税収額 65,778 64,062 63,278 61,934 59,827

グラフ１
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グラフ３
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　自主防災組織は、文字通り、地域のみなさんが主体となって防
災活動に取り組む組織です。災害に対して、地域ぐるみで防災力
を発揮するためには、地域住民による組織的な防災活動が必要で
す。自主防災組織は、地域の特性に応じて住民同士が協力して自
発的につくるもので、地域の防災活動の中心になります。
　自主防災の活動には、「３分間は、自分自身の身を守る」「３時

間は、向こう三軒両隣で助け合う」「３日間（公的支援が届くま
での間）は、地域が一体となって助け合う」という教訓があります。
　市では、地域に自主防災組織が必要と考え、組織の結成や育成
に向けた支援に取り組んでいます。みなさんの地域でも、自主防
災組織を結成し、災害に強い地域づくりを目指しましょう。
� ■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

　災害に対して地域ぐるみで力を発揮するには、
一人ひとりが力を合わせるとともに、地域住民に
よる連携した組織的な活動が必要になります。自
主防災組織は、住民同士が協力して自発的に取り
組んで運営を進めていくもので、地域での防災活
動の中心となるものです。
　災害が同時に広範囲に発生した時、市や消防署
などの公的防災機関の支援が遅れる場合も考えら
れます。その場合、地域の連携した活動が、被害
の軽減などに効果を発揮することになります。

自主防災組織ってどんな組織？1
　自主防災組織は、地域
の防災活動を支える基盤
組織となるものです。
　また、平常時の防災活
動を通して、地域の活性
化を図ることにもつなが
ります。地域の中で取り
組み、災害に強い地域づ
くりを推進しましょう。

地域で取り組もう3

　高齢者や乳幼児、障がい者、妊婦、外国人らの災害時に
弱い立場の人（災害時要援護者）に対して、地域による支
援体制を確立することが大切です。災害時の要援護者の支
援は、地域の共通した重要な課題として挙げられています。
普段から声かけなどのコミュ
ニケーションを図り、災害時
に備えることも大切な防災活
動の一つになります。
　市では「災害時要援護者支
援マニュアル」を作成しまし
た。災害時要援護者の支援に
取り組んでいきます（詳細記
事10ページ）。

災害時要援護者支援に取り組もう4
　自主防災組織の活動は、大きく「平常時の活動」
と「災害時の活動」に分けられます。防災活動とい
うと、火を消したり、人を助けたりという、力仕事
のイメージがありますが、家庭や地域での「自分た
ちでできる範囲の活動」が基本となります。
　平常時の活動では、緊急時の連絡網の作成や防災
広報の発行、防災講演会の開催、災害図上訓練の実
施などの防災知識の普及活動、地域版の防災マップ
の作成や地域内の危険箇所の把握、防災資機材の整
備など、予防的な活動に取り組むことが求められます。また、非常時の活動では、初
期の消火活動、避難誘導、被害状況の収集や把握、被災者の救出救護、応急手当、給食・
給水の実施など、災害発生時の被害を軽減させることが重要になります。
　自主防災組織の活動は、いざという時に備え、地域の防災力を十分に発揮するため、
日ごろからの継続的な活動が重要なポイントとなります。

どんな活動をするの？2

地域の防災意識の盛り上がりによって、市内143自治会のうち110の自治会で自主防災組織が結成されています。
結成していない地域について、引き続き結成に向けた助言、支援を実施していきますので相談してください。

市内の自主防災組織結成状況（５月１日現在）

地区名 自治会名 結成状況

吉武 全自治会 ○

赤間

赤間 ○

石丸 ○

冨地原 ×

名残 ×

徳重 ×

田久 ×

陵厳寺 ○

三郎丸団地 ×

葉山 ○

緑町 ×

桜 ×

広陵台一丁目 ×

広陵台二丁目 ○

広陵台三丁目 ×

広陵台四丁目 ×

広陵台五丁目 ×

マンション赤間一区 ×

桜美台 ×

赤間西 三郎丸 ○

地区名 自治会名 結成状況

赤間西

土穴 ○

城ヶ谷 ○

赤間ヶ丘一区 ○

赤間ヶ丘二区 ○

城山 ○

大谷 ○

泉ヶ丘一丁目 ○

泉ヶ丘二丁目 ○

マンション土穴一区 ×

マンション土穴二区 ×

自由ヶ丘 全自治会 ○

河東

平等寺 ○

畑 ○

本村 ○

横山 ×

須恵 ○

稲元 ○

河東 ○

福崎 ×

池浦 ×

地区名 自治会名 結成状況

河東

ひかりヶ丘 ○

城西ヶ丘 ○

平原 ×

中央台 ○

天平台 ○

樟陽台 ○

くりえいと ○

南郷 全自治会 ○

東郷

久原 ○

東郷村 ×

東郷町 ○

田熊町 ×

田熊 ○

平井 ×

大井 ○

三倉 ×

用山 ×

釈迦院 ×

村山田 ○

大井台 ○

地区名 自治会名 結成状況

東郷
和歌美台 ○

大井南 ×

日の里

日の里一丁目 ×

日の里二丁目 ○

日の里三丁目 ○

日の里四丁目 ○

日の里五丁目 ×

日の里六丁目 ×

日の里七丁目 ×

日の里八丁目 ○

日の里九丁目 ○

日の里公団住宅一区 ×

日の里公団住宅二区 ×

日の里公団住宅三区 ×

田島 全自治会 ○

池野 全自治会 ○

岬 全自治会 ○

神湊 全自治会 ○

大島 全自治会 ○

143自治会 110
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大雨情報をキャッチしたら、わが家の安全対策を 風水害からの避難の心得

土砂災害は、前兆現象に注意

❷正しい情報
　で避難
マスコミや公的機関
などからの正しい情
報をもとに落ち着い
て避難しましょう ❺集団で避難を

避難時は、隣近所に声をかけ、
一緒に避難しましょう

　土砂災害（土石流、がけ崩れ、地すべり）から身を守るためには、発生する前に避
難することが重要です。
　発生の前には、前兆現象があります。大雨の時は、次のようなことが起きていない
か注意をしてください。

＊注意報  ＝災害の恐れがある時に発令　　＊警報  ＝「重大な」災害の恐れがある時に発令

　集中豪雨や台風の時、降雨・雨量の予測や台風の規模・進
路などの情報は、事前に知ることができます。このような場
合は、気象情報などに注意し、テレビやラジオ、インターネッ

トなどで、最新の情報の入手を心がけ、必要な対策を取りま
しょう。
� ■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

❶テレビやラジ
オなどで最新
の気象情報を
入手する

❹浸水に備えて
家財道具を安
全な場所へ移
動する

❺飲料水や食
料を数日分、
確 保 し て お
く

❻いつでも避難で
きる準備をする

❷市や防災関係
機関の広報を
よく聞く

❸停電に備えて懐
中電灯やラジオ
を準備する

❸動きやすく安全な服装で
ぬげにくい靴とヘ
ルメットなどを着
用しましょう。は
だしや長靴は厳禁
です

❹足元に注意
側溝などが見えないため、長
い棒などで水面下の安全確認
をしましょう

❶早めの避難
浸水してからの避難
活動は危険です。早
めの避難を心がけま
しょう

❶土石流
▷普段聞き慣れない大きな音や異様な
音が聞こえる（山鳴り、石がぶつか
る音など）
▷土や木の葉が腐ったような異様な臭
いがする
▷急に川が濁り、流木が混ざっている
▷雨が降り続いているのに川の水位が
下がる

❷がけ崩れ
▷斜面に割れ目が見える
▷斜面から水が湧き出る
▷湧き出ていた水が濁りだす
▷小石がパラパラ落ちてくる
▷斜面にある樹木の根が切れるなどの音がする

❸地すべり
▷斜面に割れ目が見える
▷斜面から水が湧き出る
▷沢や井戸の水が濁る
▷家などの壁に亀裂が入
り、樹木や電柱が傾く
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データ放送を活用して
防災情報を配信中

　市では、ＲＫＢ毎日放送局のデー
タ放送「ＲＫＢよんｄａｙ」を活
用し、防災情報などを配信中。
　ＲＫＢ４チャンネルでテレビの
リモコンのｄボタン（データ放送
起動ボタン）を押し、防災情報を
選択し、確認してください。
＊テレビに宗像市の郵便番号を設定する必要がありま
す
＊情報掲載はＲＫＢテレビの放送時間内に限ります
　防災情報以外にも、地域のお得情報や毎日の生活、
レジャー情報も配信中。日ごろからチェックして災害
に備えましょう。
■問い合わせ先
　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５

メール

メール
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ら
）

　
災
害
時
は
誰
も
が
被
災
者

と
な
り
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
、
登
録
さ
れ
た
人
が
必

ず
支
援
を
受
け
ら
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援

す
る
人
が
責
任
を
負
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
非
常

持
出
品
の
準
備
や
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
の
中
で
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

　
消
防
を
は
じ
め
、
行
政
機

関
な
ど
の
公
的
支
援
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、地
域
の
中
で
支
え
合
い
、

少
し
で
も
被
害
を
減
ら
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
中
で
普
段
か
ら

結
び
付
き
が
強
い「
自
治
会
」

を
地
域
で
支
え
、
助
け
合
う

仕
組
み
と
し
て
「
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
自
治
会
を

単
位
と
し
て
、
災
害
時
に
支

援
を
希
望
す
る
人
の
情
報
を

台
帳
と
し
て
整
備
し
、
自
治

会
と
地
域
の
民
生
委
員
児
童

委
員
、
市
が
共
有
し
て
災
害

時
の
安
否
確
認
や
避
難
支

援
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

を
単
位
と
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
現
在
、
１
４
３
自
治

会
の
う
ち
、
34
自
治
会
が
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
で
の
支
え
合
い
が
重
要

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

対
　
　
象
　
　
者

支
　
援
　
内
　
容

台
帳
へ
の
登
録
方
法

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

地域

災害時

宗像市

安
否
確
認

避
難
支
援

連
携　
　
　

協
力

日
常
的
な
見
守
り

台
帳
へ
の

登
録
勧
奨

支
援
依
頼

台
帳
登
録

平常時

災害時要援護者

台帳整備　　　情報共有

連携・協力

制度に関する総合的な支援
災害発生時の公的な支援

自治会民生委員児童委員

災害用伝言ダイヤル

災害用伝言板

　
市
内
在
住
で
次
の
①
〜
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
災

害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困

難
な
在
宅
の
人
で
、
台
帳
へ

の
登
録
を
希
望
す
る
人
が
対

象
で
す
。

＊
施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期

入
所
、
入
院
し
て
い
る
人

は
対
象
外

①
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

▽
平
常
時

　
声
か
け
な
ど
近
所
付
き
合

い
を
通
じ
た
日
常
的
な
見
守

り
を
実
施
し
ま
す
。

▽
災
害
時

　
災
害
時
や
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
に
、
市
の
災

害
対
策
本
部
が
発
表
す
る
災

害
や
避
難
に
関
す
る
情
報
を

連
絡
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
否
を
確
認
す
る

　
こ
の
制
度
へ
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
自
治
会
で
は
、

自
治
会
の
担
当
者
や
地
域
の

民
生
委
員
児
童
委
員
が
対
象

と
思
わ
れ
る
人
の
自
宅
を
訪

問
し
、登
録
を
案
内
し
ま
す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
提
出
し
ま
す
。

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

④
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
か
高
齢
者

の
み
の
世
帯
に
属
す
る
人

⑤
そ
の
他
、
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
し
、
登
録
を
希

望
す
る
人

　
提
出
さ
れ
た
申
出
書
は
、

市
が
台
帳
と
し
て
整
備
し
、

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委

員
、市
で
共
有
管
理
し
ま
す
。

＊
個
人
情
報
は
、
適
正
、
厳

重
に
管
理
し
、
こ
の
事
業

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん

と
と
も
に
、
避
難
が
必
要
な

と
き
は
一
緒
に
避
難
す
る
な

ど
、
避
難
所
へ
の
避
難
を
支

援
し
ま
す
。

災害時に役立つ防災情報
　防災対策では、最新の情報を集め、事前の準備・
対策を講じることが大切です。テレビやラジオの
ほかにも、パソコンや携帯電話からも、次のよう
な方法で情報を入手することができます。みなさ
ん活用してみましょう。

【市ホームページ】
　タイムリーな防災情報を提供します。携帯電話
からも防災情報の閲覧はできます。
（パソコン用）
http://www.city.munakata.lg.jp/

（携帯用）
▷NTTドコモ
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/
i/index.html
▷au
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/
e/index.html
▷SoftBank
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/
index.html

【雨量・水位情報（県河川課）】
（パソコン用）
http://www.kasen.pref.fukuoka.lg.jp/
bousai/

（携帯用）
http://www.mobile-doboku.pref.fukuoka.
lg.jp/bousai/

　災害時は、一般の電話はつながりにくくなります。この災害用伝言ダイヤルでは、被災
者の安否を確認できます。このサービスは、被災地への通話がつながりにくい状況になっ
た場合などに利用することができます。
●災害用伝言ダイヤル
　【伝言を入れる】171→１→△△△−△△△△−△△△△→伝言を入れる（30秒以内）
　【伝言を聞く】171→２→△△△−△△△△−△△△△→伝言を聞く　（30秒以内）
＊利用案内に従ってメッセージを録音してください
＊△△△には連絡を取りたい相手の電話番号を市外局番から入力してください
＊利用できる電話の確認など、詳しくはＮＴＴのホームページを参照してください

　国内で震度６弱以上の地震など大規模な災害が発生した場合に、メッセージの伝言板の
役割を果たすシステムで、各電話会社が提供するものです。
＊使用方法などは各会社で異なるため、各携帯電話会社のホームページなどで確認してく
ださい

災害時要援護者支援制度災害時要援護者支援制度災害時要援護者支援制度
■問い合わせ先　保健福祉政策課　☎（36）１３０８

もしもの時に備えて地域ぐるみの支え合い
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土 砂 災 害 防 止 法 に 基 づ く
土 砂 災 害 警 戒 区 域 な ど の 指 定
土 砂 災 害 防 止 法 に 基 づ く
土 砂 災 害 警 戒 区 域 な ど の 指 定

　「
土
砂
災
害
防

止
法
」
と
は
、
土

砂
災
害
か
ら
住
民

の
み
な
さ
ん
の
生

命
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る

区
域
を
事
前
に
明

ら
か
に
し
、
警
戒

避
難
体
制
の
整
備

や
一
定
の
行
為
の

制
限
な
ど
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
警
戒
区
域
や
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
で

は
、宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、

警
戒
区
域
内
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
重
要
事
項
説
明
を
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

　
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

場
合
は
、
土
砂
災
害
か
ら
住

民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
を
守

る
た
め
、
災
害
情
報
の
伝
達

や
避
難
が
迅
速
に
で
き
る
よ

う
に
、
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
警
戒
区
域
や
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

　
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

の
区
域
内
で
、
建
築
物
が
損

す
。
特
に
、
特
別
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
た
区
域
で
は
、

次
の
よ
う
な
制
限
が
か
か
り

ま
す
。

▽
住
宅
分
譲
や
災
害
時
要
援

護
者
関
連
施
設
建
築
の
た

区
域
の
住
民
の
み
な
さ
ん

は
、
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
（
詳
し
く
は
９
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　

現
在
、
県
が
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
土
砂

災
害
防
止
法
）」
に
基
づ
き
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め

に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
の
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

生
活
安
全
課　

☎
（
36
）
５
０
５
０

土
砂
災
害
防
止
法
の
目
的
は
、
土
砂
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
で
す

区
域
に
指
定
さ
れ
る
と

�

制
限
が
か
か
り
ま
す

指
定
さ
れ
る
区
域
は
、

「
警
戒
区
域
」と「
特
別
警
戒
区
域
」
で
す

警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を

�

進
め
て
い
き
ま
す

壊
し
、
住
民
に
著
し
い
危
害

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域

を
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
し
ま
す
。

め
の
開
発
行
為
は
許
可
制

と
な
り
ま
す

▽
住
宅
の
建
築
時
な
ど
に
は

土
砂
災
害
を
防
止
・
軽
減

す
る
構
造
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す

▽
著
し
い
損
壊
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
る
建
築
物
に
対
し

て
は
、
移
転
勧
告
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
勧
告

に
よ
る
移
転
者
に
は
住
宅

金
融
公
庫
の
融
資
な
ど
の

支
援
措
置
が
あ
り
ま
す
）

問　

過
去
に
土
砂
災
害

の
な
い
土
地
で
も
指
定
に

な
る
の
で
す
か
？

答　

土
砂
災
害
は
自
然

現
象
で
あ
り
、
今
ま
で
起

こ
ら
な
か
っ
た
か
ら
将
来

も
起
こ
ら
な
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
基
礎
調
査
の
対

象
は
、
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
土
地

で
、
過
去
の
災
害
の
有
無

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
ど
の
よ
う
な
調
査

を
し
て
区
域
を
決
め
て
い

る
の
で
す
か
？

答
　
航
空
写
真
か
ら
三

次
元
の
地
図
を
作
成
し
、

現
地
で
地
質
な
ど
を
確
認

し
た
上
で
予
想
さ
れ
る
衝

撃
力
な
ど
を
計
算
し
て
い

ま
す
。

　

区
域
を
決
定
す
る
時

は
、
斜
面
の
傾
斜
や
状
況

な
ど
、
現
地
で
実
際
に
確

認
し
て
い
ま
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
基
準

で
区
域
を
指
定
す
る
の
で

す
か
？

答
　
過
去
に
実
際
に
発

生
し
た
が
け
崩
れ
や
土
石

流
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
基

準
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

が
け
崩
れ
は
傾
斜
度
30

度
以
上
、
高
さ
５
メ
ー
ト

ル
以
上
、
土
砂
の
到
達
範

囲
は
斜
面
下
で
は
高
さ
の

２
倍
（
最
大
50
メ
ー
ト

ル
）、斜
面
上
部
は
10
メ
ー

ト
ル
で
す
。

問
　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

法
律
が
必
要
な
の
で
す

か
？

答
　
危
険
な
箇
所
で
の

市
街
地
開
発
の
進
み
方
が

早
く
、
防
災
工
事
が
追
い

警戒区域指定に関する警戒区域指定に関する

質  問質  問

つ
か
な
い
の
が
実
情
で

す
。
そ
の
た
め
危
険
な
箇

所
で
の
開
発
を
規
制
し
ま

す
。

問
　
指
定
さ
れ
る
区
域

は
、
住
民
に
ど
の
よ
う
に

知
ら
せ
る
の
で
す
か
？

答
　
事
前
の
住
民
説
明

会
や
指
定
後
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

場
所
は
未
然
に
分
か
ら
な

い
こ
と
と
、
繰
り
返
し
発

生
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
調
査
で

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
区

域
を
指
定
し
て
危
険
な
箇

所
を
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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池野地区
コミュニティ・センター

勤労者
体育センター

指定避難所の開設は、災害状況や災害規模に応じて指定避難所リストの中から選定して、市災害対策（水防）本部の判断で実施します。
なお、自らの判断で自主的に避難する場合（自主避難）は、自治公民館などを使用することになります。

自宅や職場から最寄りの指定避難所を確認しておきましょう。
指定避難所マップ指定避難所マップ指定避難所マップ

大島行政センター

メイトム宗像

旧ゆうゆうぷらざ

赤間地区コミュニティ・センター

災害時の連絡先

市災害対策本部
（水防本部・生活安全課内）

市役所（代表）

宗像地区消防本部

宗像警察署

名　称 電話番号

☎（36）5050

☎（36）1121

☎（36）2425

☎（36）0110

岬地区コミュニティ・センター

防災特集

＊旧ゆうゆうぷらざは３月31日で閉館していますが、非常時に指定避難所として開設することがあります

番号 施設名 所在地 収容人員
算定面積（m²）

収容人員
（１人あたり6.0m²）

標高
（ｍ）

１ 吉武小学校 武丸644 840 140 29.9
２ 赤間小学校 赤間一丁目4-1 1,030 170 22.0
３ 赤間西小学校 土穴633-2 870 140 50.1
４ 自由ヶ丘小学校 自由ヶ丘918-6 820 130 66.9
５ 自由ヶ丘南小学校 朝町1124-2 1,070 170 56.1
６ 河東小学校 稲元五丁目1-2 880 140 14.6
７ 河東西小学校 樟陽台一丁目15-7 1,130 180 22.6
８ 南郷小学校 原町2110-1 860 140 26.0
９ 東郷小学校 田熊三丁目4-1 840 140 12.7
10 日の里東小学校 日の里四丁目21 790 130 18.0
11 日の里西小学校 日の里八丁目20 790 130 59.5
12 玄海小学校 牟田尻1610 630 100 2.9
13 玄海東小学校 田野1382 630 100 16.9
14 地島小学校 地島428-1 380 60 40.8
15 大島小学校 大島1163-1 530 80 23.9
16 城山中学校 陵厳寺一丁目13-1 1,080 180 23.2
17 自由ヶ丘中学校 朝町1019-4 1,090 180 46.1
18 河東中学校 城西ヶ丘六丁目15-1 1,610 260 31.6
19 中央中学校 久原244 1,610 260 12.5
20 日の里中学校 日の里八丁目8 1,100 180 56.0

番号 施設名 所在地
収容人員

算定面積（m²）
収容人員

（１人あたり6.0m²）
標高
（ｍ）

21 玄海中学校 江口965 1,270 210 4.2
22 大島中学校 大島1163-1 490 80 23.9
23 吉武地区コミュニティ・センター 吉留3519-1 650 100 22.1
24 赤間地区コミュニティ・センター 赤間二丁目3-1 1,210 200 10.8
25 赤間西地区コミュニティ・センター 三郎丸五丁目2-24 1,110 180 8.1
26 自由ヶ丘地区コミュニティ・センター 自由ヶ丘三丁目12-11 1,310 210 20.4
27 南郷地区コミュニティ・センター 野坂2119-5 600 100 31.7
28 東郷地区コミュニティ・センター 田熊六丁目7-25 1,090 90 10.6
29 日の里地区コミュニティ・センター 日の里一丁目16-1 1,290 200 42.9
30 池野地区コミュニティ・センター 池田1300 570 60 22.0
31 岬地区コミュニティ・センター 鐘崎776-4 1,140 90 2.8
32 大島地区コミュニティ・センター 大島1194-1 1,240 40 35.6
33 市民体育館 稲元五丁目2-1 2,780 460 19.3
34 勤労者体育センター 須恵一丁目4-1 644 163 6.6
35 メイトム宗像 久原180 6,260 890 19.3
36 宗像ユリックス 久原400 8,680 1,440 19.2
37 旧ゆうゆうぷらざ 神湊118-4 3,020 490 12.2
38 B&G海洋センター 江口965-2 830 130 4.2
39 大島ふれ愛センター 大島1809-32　 110 20 2.2

合　　計 52,874 8,163

指定避難所（39カ所）※見直し中
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み
な
さ
ん
は
結
工
房
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

結
工

房
は
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
内
の
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
事
務
所
横
に
あ
り
ま
す
。
温
か
い
木
の
ぬ
く
も
り

と
大
き
な
窓
か
ら
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
調
理
や
木
工
、
会
議
な
ど
、
誰
も
が
手

軽
に
利
用
で
き
る
結
工

房
を
家
族
で
、
グ
ル
ー

プ
で
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

②
代
表
者
が
来
館
し
、
申
請

書
を
受
付
に
提
出
（
利
用
日

の
３
カ
月
前
か
ら
受
付
可
）

③
当
日
施
設
利
用
前
ま
で
に

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
使

用
料
を
支
払
う
（
表
１
・
２

参
照
）

男女共同参画

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

新しくなった糸のこ

七宝焼き

新しくなったＩＨコンロ

表１＜結工房使用料＞

表２＜結工房使用区分＞

＊休館日は、毎月第１土曜日とそれに続く日曜日、年末年始

表３【雑誌一覧表】

●
日
時
　
６
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

●
内
容

▽
講
演
会
＝
午
前
10
時
～
正

午
）
／
演
題
「
笑
っ
て
考

え
よ
う
。
家
族
の
こ
と
、

仕
事
の
こ
と
、
未
来
の
こ

と
」
／
瀬
地
山
角
さ
ん

▽
販
売
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝

午
前
10
時
～
午
後
３
時

＊
食
品
販
売
は
午
前
11
時
～

＊
詳
し
く
は
、
市
広
報
紙
５

月
15
日
号
を
参
照

夢
広
が
る
結
工
房

「
ゆ
い
」
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２

施設名 使用料（１区分）

テーブル
木工用（２台） 260円

（１台当たり）被服用（２台）

調理コーナー 調理台とテーブル（１セット） 520円

午　前  9：00～12：00

午　後 13：00～17：00

夜　間 18：00～22：00

誌名 内容 発行回数

クロワッサン
お料理レシピや家庭雑貨など生活を
華やかにする情報が盛りだくさん

10日・25日の
月２回発行

すてきにハンドメイド
あらゆる手作りを紹介する月刊誌。
編み物、ソーイングなど型紙、図案
の付録あり

毎月１回21日発行

きょうの料理 毎日のごはん作りのためのレシピと
アイデア満載の月刊誌

毎月１回21日発行

趣味の園芸 四季折々の植物の季節の手入れや育
て方のコツを丁寧に解説

毎月１回21日発行

プラスワンリビング ナチュラルなインテリアを中心に、
住まいと暮らしを楽しむ情報誌

奇数月７日発売

日経ウーマン
パソコン、語学、マネー、健康など
幅広いテーマで女性を応援する情報
誌

毎月１回７日発行

Harumi
暮らしが楽しくなるレシピを提供す
る、すてき生活コーディネートマガ
ジン

季刊３・６・９・
12月１日発行

ゆうゆう 心豊かに、ステキに年を重ねるため
の情報を毎号凝縮

毎月１日発売

Leak 九州・山口の口コミ旅情報誌 偶数月の20日発行

ドゥーパ！週末DIY
日曜大工や男の手料理、ガーデニン
グ、部屋作りなど本格的情報マガジ
ン

奇数月８日発売

きょうの健康 最新の医療・健康についての情報誌 毎月１回21日発行

利
用
方
法
（
手
順
）

①
メ
イ
ト
ム
宗
像
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
の

目
的
、
内
容
、
日
時
、
人
数
、

参
加
対
象
な
ど
を
伝
え
、
利

用
可
能
で
あ
る
か
を
確
認

木
工
、
被
服
関
連
備
品

　
の
こ
ぎ
り
、
金
づ
ち
、
電

動
の
こ
ぎ
り
、
糸
の
こ
ミ
シ

ン
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
ア
イ

ロ
ン
他
　

＊
糸
の
こ
２
台
と
ア
イ
ロ
ン

３
台
が
新
し
く
な
り
ま
し

た

調
理
器

　
調
理
台
、
鍋
、
オ
ー
ブ
ン
、

食
器
類
他

＊
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
２
台
と

Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
２
台
が
新
し

く
な
り
ま
し
た

　
結
工
房
を
利
用

す
る
人
は
、
工
具

や
被
服
備
品
、
調

理
器
具
な
ど
を
無

料
で
利
用
で
き
ま

す
。
初
心
者
に
も

使
い
や
す
い
備
品

が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。

結
工
房

利
用
者
の
声

●
七
宝
焼
き
指
導
者

 

真
嶋
洋
子
さ
ん

　
結
工
房
の
魅
力
は
使
用
料

金
の
安
さ
と
ゆ
っ
た
り
し
た

空
間
で
す
。
今
で
は
私
た
ち

の
居
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
の
複
雑
な
状
況
の
中

で
、
心
許
し
合
え
る
仲
間
が

い
る
こ
と
は
財
産
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
結
工
房
を
拠
点
に

仲
間
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

●
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
も
く
木

 　
代
表　

長
田
博
幸
さ
ん

　
７
年
前
か
ら
市
主
催
の
木

工
講
座
や
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
木
工
教
室
の
講
師
を
し

て
い
ま
す
が
、
結
工
房
の
道

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
」
で
は
、
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
や
雑
誌
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
１
人
２
冊
ま
で
、
２

週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
表
３
参
照
）。

学習ネットワークの木工教室

情
報
コ
ー
ナ
ー

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６

市役所本館
１階・
相談室

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

～

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業
あっせんはしていません 男女共同参

画推進セン
ター「ゆい」

毎月
第３水曜日
（祝日を除く）

10：00

～

12：00

③法律相談　＊要予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く
問題の相談を受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

～

16：00

具
の
充
実
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
施

設
だ
と
思
い
ま
す
。
初
心
者

の
人
も
気
兼
ね
な
く
楽
し
め

る
場
な
の
で
ぜ
ひ
利
用
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
」
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
自
主
的
な
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
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明
度
な
ど
、
宝
石
的
価
値
の

高
い
も
の
は
数
万
円
か
ら
数

十
万
円
で
取
引
さ
れ
て
い
ま

す
。
産
地
は
世
界
で
限
ら
れ

た
場
所
に
し
か
な
く
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
も
ご

く
限
ら
れ
た
地
域
に
だ
け
産

出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
新
潟
県
は
国
内
の
主
な
ヒ

ス
イ
の
産
地
で
、
中
で
も
姫

川
の
支
流
に
あ
る
小
滝
川
は

国
内
で
唯
一
、
ヒ
ス
イ
の
密

集
地
と
し
て
有
名
で
す
。
学

術
的
に
貴
重
な
場
所
と
し
て

昭
和
31
年
に
は
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
遺
跡
を
発
掘
す
る
と
、
ご

く
ご
く
ま
れ
に
ヒ
ス
イ
が
出

土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ス
イ
は
勾
玉（
ま
が
た
ま
）

や
垂
飾
（
す
い
し
ょ
く
）
な

ど
に
使
用
さ
れ
、
現
代
の
私

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
神

秘
的
な
深
い
緑
色
は
古
代
の

学びの里

第15回

　
今
回
か
ら
３
回
に
わ
た

り
、
昨
年
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
平
泉
（
岩
手
県
）
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。実
は
、

宗
像
に
も
縁
が
あ
り
ま
す
。

　
宗
像
・
大
島
の
安
昌
院
と

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第42回

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

平
泉
の
歴
史

い
う
寺
の
横
に
、
安
倍
宗
任

の
墓
が
あ
り
ま
す
。
安
倍
氏

は
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
、

現
在
の
岩
手
県
南
部
地
方
を

支
配
し
て
い
た
領
主
で
、
衣

川
か
ら
北
上
川
流
域
を
範

囲
と
す
る
６
つ
の
郡

（
奥
六
郡
）
を
治
め

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
前
九
年

合
戦
（
１
０
５
１
～

１
０
６
２
年
）
に
お

い
て
、
朝
廷
側
の
源

頼
義
と
出
羽
の
清
原

氏
と
の
戦
い
で
父
の

頼
良
が
殺
害
さ
れ
、

そ
の
後
を
継
い
だ
兄

の
貞
任
も
源
頼
義
の
前
で
亡

く
な
り
、
安
倍
氏
は
滅
び
ま

し
た
。
宗
任
は
、
降
伏
し
た

こ
と
で
命
は
免
れ
、
四
国
の

伊
予
（
愛
媛
県
）
に
流
さ

れ
、
そ
の
後
、
宗
像
の
大
島

に
流
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
安
倍
一
族
の
血
を
引

く
の
が
、
奥
州
藤
原
氏
の
祖

で
あ
る
藤
原
清
衡
。
昨
年
、

世
界
遺
産
と
な
っ
た
平
泉
の

生
み
の
親
で
す
。

　
藤
原
清
衡
は
、
前
九
年
合

戦
が
終
結
し
た
時
は
７
歳
。

そ
の
後
、
清
原
一
族
の
内
紛

で
後
三
年
合
戦
（
１
０
８
３

～
１
０
８
７
年
）が
始
ま
り
、

清
衡
の
妻
子
も
殺
害
さ
れ
ま

す
。
こ
の
時
、清
衡
は
28
歳
。

そ
し
て
、
清
原
氏
を
陥
落
さ

せ
合
戦
を
終
わ
ら
せ
た
時
、

清
衡
は
32
歳
。
こ
の
こ
ろ
奥

六
郡
の
管
領
と
な
り
、
実
質

的
に
東
北
地
方
を
治
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
二
度
の
骨
肉
の
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
た
清
衡
は
、
東
北

地
方
に
平
和
を
も
た
ら
し
た

い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
仏
教
に
帰
依
し
、
中

尊
寺
の
釈
迦
堂
や
経
蔵
な
ど

を
建
立
、「
紺
紙
金
銀
字
交

書
一
切
経
（
こ
ん
し
き
ん
ぎ

ん
じ
こ
う
し
ょ
い
っ
さ
い

き
ょ
う
）」
を
写
経
す
る
な

ど
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
１

２
４
年
、
中
尊
寺
に
金
色
堂

が
上
棟
さ
れ
ま
す
。
そ
の
４

年
後
、清
衡
は
死
去
し
ま
す
。

　
生
き
と
し
生
け
る
者
の
敵

味
方
な
く
平
和
な
理
想
社
会

を
こ
の
世
に
造
り
出
し
た
い

と
い
う
思
い
は
、仏
国
土（
浄

土
の
世
界
）
と
い
う
形
で
表

現
さ
れ
ま
し
た
。
二
代
目
基

衡
は
毛
越
寺
を
、
そ
の
妻
は

観
自
在
王
院
を
、
三
代
目
秀

衡
は
無
量
光
院
を
築
き
ま

す
。
そ
の
後
、
源
平
合
戦
や

戦
国
時
代
な
ど
戦
乱
を
迎
え

ま
す
が
、
東
北
地
方
に
は
そ

の
影
響
は
少
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
62
）
２
６
１
７

中尊寺金色堂

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をして
いる韓国・金海（キメ）市の広報紙を紹介して
います。

　経済的な困難よりも苦しい「孤独」という苦痛にさらされたひとり
暮らしの高齢者にとって、誰かが訪ねてきて話し相手になってくれる
ことは最も楽しいものです。しかし、実際はそうはいかず、いつもひ
とりで孤独を紛らわせざるを得ない人が多いのが現実です。 
　そのような中、三安洞（サマンドン）ボランティア会の会員たちは、
ひとり暮らしの高齢者と一対一のパートナーとなり一カ月に二度、定
期的に高齢者の家を訪問して孤独を慰める活動をしています。
　この活動に支えられている一人、シン・スンヒさん（82歳）は病院
に行く時も保護者として同
行してくれるボランティア
の存在は涙が出るほどあり
がたいと言います。これま
で一日中ボーっと部屋で過
ごすことが多かったのが、
ボランティアというパート
ナーができてからは外出す
ることも多くなり口数も増
え、生きることが楽しく
なったそうです。
　自分の両親に接するように一人ひとりに対応をする三安洞ボラン
ティア会の奉仕精神が、近ごろの暗い世相のともしびになることを期
待しています。（金海市広報紙2012年４月20日発行分）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パ
ラムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

高齢者の涙
ひとり暮らしの

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
サ
フ
ァ

イ
ア
な
ど
は
一
度
は
耳
に
し

た
こ
と
の
あ
る
宝
石
で
す

が
、み
な
さ
ん
は
ヒ
ス
イ（
翡

翠
）
と
呼
ば
れ
る
宝
石
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
ヒ
ス
イ
は
緑
色
で
半
透
明

の
宝
石
で
、
鉱
物
学
的
に
は

硬
玉
（
こ
う
ぎ
ょ
く
）
や
軟

玉
（
な
ん
ぎ
ょ
く
）
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
な
ど

に
も
よ
り
ま
す
が
、
色
や
透

人
々
も
好
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
田
熊
石
畑
遺
跡
で
は
、
弥

生
時
代
の
墳
墓
か
ら
ヒ
ス
イ

製
垂
飾
２
点
、
勾
玉
３
点
が

出
土
し
ま
し
た
。
垂
飾
は
そ

の
出
土
状
況
か
ら
頭
や
耳
に

つ
け
て
い
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

宗
像
市
最
大
の
前
方
後
円
墳

と
し
て
知
ら
れ
る
古
墳
時
代

の
東
郷
高
塚
古
墳
か
ら
は
、

ヒ
ス
イ
製
勾
玉
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
よ
く
観
察
す
る

と
、
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
色
や
透
明
度
が
異
な

り
、
宝
石
的
な
魅
力
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。
宗
像
で
出
土

し
た
ヒ
ス
イ
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
、
初
め
に
説
明
し
た

新
潟
県
姫
川
流
域
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飛
行
機
や
新
幹
線
、
さ
ら

に
は
馬
に
よ
る
交
通
手
段
も

な
い
時
代
に
、
１
０
０
０
キ

ロ
近
く
離
れ
た
場
所
か
ら
長

い
リ
レ
ー
に

よ
っ
て
宗
像

に
運
ば
れ
て

き
た
ヒ
ス
イ

は
、
ど
の
よ

う
な
人
た
ち

の
手
を
介
し

な
が
ら
、
こ

の
地
ま
で

や
っ
て
き
た

古
代
人
も
好
ん
だ
宝
石

ヒ
ス
イ

ボランティアと談笑する高齢者

の
で
し
ょ
う

か
。

　
ヒ
ス
イ
は

別
名
、
硬
玉

と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
加

工
が
難
し
い

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
加

工
道
具
が
十

分
で
は
な
い

時
代
に
ど
の
よ
う
に
し
て
ヒ

ス
イ
を
加
工
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
考
え
る
と
ロ
マ

ン
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
ヒ
ス
イ
に
よ
く
似
た
色
の

ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る

鉱
物
も
、
古
代
で
は
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
和
名
で
は
天
河

石
（
て
ん
が
い
し
）
と
も
呼

ば
れ
、
そ
の
名
前
が
示
す
よ

う
に
き
れ
い
な
青
緑
色
を
し

て
い
ま
す
。

　
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
で
は
、

発
掘
調
査
で
弥
生
時
代
の
ア

マ
ゾ
ナ
イ
ト
製
獣
形
勾
玉
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
ア
マ
ゾ

ナ
イ
ト
は
朝
鮮
半
島
で
産
出

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

て
、
こ
の
獣
形
勾
玉
も
海
の

道
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、琥
珀
（
こ
は
く
）

や
水
晶
と
い
っ
た
宝
石
も
、

古
代
に
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
日
で
は
、
女
性
が
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
１

４
０
０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
富
や

権
力
の
象
徴
と
し
て
身
に
付

け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
海
の
道
む
な
か
た
館
で

は
、
今
回
紹
介
し
た
古
代

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
古
代
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

勾
玉
作
り
も
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ＨＰhttp://w

w
w

.city.
m

unakata.lg.jp/

を
見
る

か
、
海
の
道
む
な
か
た
館
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

（
文
化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

☎
（
62
）
２
６
０
０

田
熊
石
畑
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

ヒ
ス
イ
製
垂
飾
と
勾
玉

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
製
獣
形
勾
玉
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花
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
る
鎮
国
寺

に
参
拝
に
訪
れ
た
人

や
、
音
楽
フ
ァ
ン
１

１
０
人
ほ
ど
が
護
摩

堂
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　
広
い
護
摩
堂
の
黒

光
り
す
る
梁
（
は

り
）
と
高
い
天
井
に

護
摩
壇
の
前
の
畳
に

は
真
っ
赤
な
じ
ゅ
う

た
ん
が
敷
か
れ
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
演
奏
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目
は
、
ハ
イ
ド

ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第
67

番
「
ひ
ば
り
」、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第

４
番
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ト
ロ

イ
メ
ラ
イ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第
12
番

「
ア
メ
リ
カ
」、
バ
ル
ト
ー
ク

の
デ
ュ
オ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

弦
楽
五
重
奏
曲
第
１
番
。

　
大
八
木
義
隆
さ
ん
（
73

歳
・
自
由
ヶ
丘
）
は
「
室
内

楽
が
好
き
で
聴
き
に
来
ま
し

た
。
ひ
ば
り
の
第
一
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
が
聴
こ
え
て
き
た
時

は
体
が
震
え
て
感
動
し
ま
し

た
。解
説
が
分
か
り
や
す
く
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
に
ま
つ
わ

る
裏
話
は
楽
し
く
聴
け
ま
し

た
。
ユ
リ
ッ
ク
ス
の
公
演
に

は
ぜ
ひ
聴
き
に
行
き
た
い
」

と
生
の
演
奏
に
感
動
。

　
家
族
で
参
拝
に
来
て
い
た

日
の
里
西
小
学
校
３
年
の
隠

塚
由
香
さ
ん
、
史
音
（
り
の

ん
）
さ
ん
は
「
間
近
に
聴
く

ヴ
ィ
オ
ラ
の
量
感
の
あ
る
音

に
圧
倒
さ
れ
感
激
。
ト
ロ
イ

メ
ラ
イ
は
き
れ
い
な
曲

で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
曲
は
か
わ
い
く
て
ス

キ
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う

で
楽
し
か
っ
た
」。

　
曲
に
つ
い
て
第
一

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
近
藤
薫

さ
ん
の
分
か
り
や
す
い

解
説
と
、
庶
民
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
民
族
音
楽

も
あ
り
、
選
曲
の
良
さ

で
大
人
か
ら
子
ど
も
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ま

で
楽
し
め
ま
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
は
、
ヴ
ィ
オ

ラ
の
デ
ュ
オ
で
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の
「
ユ
ー
モ
レ
ス

ク
」。
演
奏
は
市
内
在
住
の

平
石
健
二
さ
ん
、
黒
川
律
子

さ
ん
。

　
近
所
に
も
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
ヴ
ィ
オ
ラ
の
演
奏
を
す

る
人
が
い
る
の
だ
と
、
宗
像

の
音
楽
文
化
の
高
さ
に
感
心

し
な
が
ら「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」 

に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

 

（
市
民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

新
緑
の
鎮
国
寺
で
、い
き
い
き
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

九
州
交
響
楽
団

子
ど
も
た
ち
へ

施
設
へ

ま
ち
か
ど
へ

護摩堂で演奏する九州交響楽団のメンバー

平成24年度「学校の日」における道徳の時間、学級活動公開日一覧

学　校　名
道徳の時間 学級活動

期　日 開始時刻 期　日 開始時刻

吉 武 小 学 校 ２月 ８日（金）   9:45 12月10日（月） 10:50

赤 間 小 学 校 ９月10日（月）   9:40 ２月 ８日（金）   9:40

河 東 小 学 校 ７月10日（火） 10:50 ２月 ８日（金） 10:50

南 郷 小 学 校 ７月10日（火） 13:55 12月10日（月） 14:15

東 郷 小 学 校 開催終了 12月10日（月）   9:35

日の里東小学校 ９月10日（月） 14:15 12月10日（月） 14:15

日の里西小学校 12月10日（月）   9:45 ７月10日（火） 14:15

自由ヶ丘小学校 11月 ９日（金） 10:45 ２月 ８日（金） 10:45

赤 間 西 小 学 校 ７月10日（火）
14:10

５校時全校
一斉公開

12月10日（月）
  8:50

１〜５校時
の間で公開

自由ヶ丘南小学校 ７月10日（火） 10:35 12月10日（月） 10:35

河 東 西 小 学 校 ２月 ８日（金） 10:40 ７月10日（火） 10:40

玄 海 小 学 校 12月10日（月） 14:05 ７月10日（火） 14:05

玄 海 東 小 学 校 ２月 ８日（金） 14:10 開催終了

地 島 小 学 校 11月 ９日（金）   9:15 ７月10日（火）   9:15

大 島 小 学 校 11月 ９日（金） 14:20 ７月10日（火） 14:20

城 山 中 学 校 ２月 ８日（金） 14:20 ７月10日（火） 14:20

中 央 中 学 校 開催終了 11月 ９日（金） 14:20

日 の 里 中 学 校 11月 ９日（金） 10:55 開催終了

自由ヶ丘中学校 ７月10日（火）   9:55 12月10日（月） 15:00

河 東 中 学 校 ７月10日（火） 12:00 11月 ９日（金） 12:00

玄 海 中 学 校 ２月 ８日（金）   8:55 ９月10日（月）   8:55

大 島 中 学 校 11月 ９日（金） 14:15 ７月10日（火） 14:15

　「学校の日」で道徳の時間や学級活動の
授業を公開します（下表）。豊かな心を育
む教育活動の推進が目的です。多くの人の
参観を待っています。
　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　教育政策課　☎（36）５０９９

市内 小・中学校

道徳の時間、学級活動を公開
学校の日に学校の日に図書館を最も

利用している

　　　年代は？
　市民図書館には、小学生が社会科見学にやってきます。たくさん
の小学生がいろいろな質問をしますが、必ず尋ねられるのがこの質
問。「何歳くらいの人が一番本を読んでいますか？」です。
　今回は平成23年度の貸出実績を基に、グラフで紹介します。

●年齢別貸出冊数は
　登録者数が多い61歳以上のグループが１位です。２位は40歳代、
３位は50歳代と続きます。

●登録者１人当たりの貸出冊数は
　１位が幼児、２位が小学生、３位が61歳以上のグループという結
果です。小さな子どもに読み聞かせをする家庭が多いことが予想さ
れます。

　質問をした小学生は、この結果を聞くと、「学校の図書館でも借り
ているから、本当はもっと読んでいるよ」と頼もしいことを言って
くれます。

■問い合わせ先　市民図書館　☎（37）１３２１

幼　

児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

〜
22
歳

〜
30
歳

〜
40
歳

〜
50
歳

〜
60
歳

61
歳
〜

0

２万

４万

６万

８万

10万

12万

14万

16万

18万

20万

■市内　■市外

年齢別貸出冊数

幼　

児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

〜
22
歳

〜
30
歳

〜
40
歳

〜
50
歳

〜
60
歳

61
歳
〜

0

5

10

15

20

25

30

35

40
（冊）

登録者１人当たりの貸出冊数
36.98

20.52

6.11

2.85 3.10
4.41

12.28 12.27 11.80

15.01

　

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
音
を
通
し
て
、
生
き
る
喜
び
や
感
動
す
る
心
、
豊
か
な
感
受

性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
プ
ロ
の
演
奏
家
が
出
向
き
、
生
の
演
奏
を
届
け
る
、
い
き

い
き
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
、
九
州
交
響
楽
団
・
弦
楽
五
重
奏
団
が
４
月
21
日
、

鎮
国
寺
護
摩
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年
で
４
回
目
で
、
鎮
国
寺

は
昨
年
に
続
き
２
回
目
。
今
回
は
、
６
月
28
日
に
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
る
九
州
交

響
楽
団
宗
像
公
演
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
入
場
無
料
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
活
動
推
進
課　

☎
（
36
）
１
５
４
０

＊２月８日（金）は平成25年
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■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
４
２
１

環　境

　市では、レジ袋を削減するため、市内スーパーなどの事業
者や市民の会と ｢宗像市レジ袋削減懇談会｣ を立ち上げ、低
炭素化社会、３Ｒ循環型社会の構築を目指しています。マイ
バッグ持参をさらに推進するため、実際にマイバッグを使っ
ている人や、事業者の声を紹介します。

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

●サニー日の里店店長の坪田次生（つぐお）さん
　サニー日の里店では、レジ袋削減運動としてレジで全
てのお客様に「マイバッグをお持ちですか」と声をかけ、
少しでも地球温暖化の防止につながるよう、社員一同毎
日頑張っています。おかげさまで、約６割のお客様がマ
イバッグ持参で買い物をしていただいています。
　さらに、多くのお客様にマイバッグをご利用いただけ
るよう、社員一同が声かけ運動をすすめて参ります。
　なお、サニー日の里店では、７月17日（火）からレジ袋
の有料化を開始します。

●グリーンコープ宗像店店長の豊田さと美さん
　グリーンコープでは、店ができた時から、「マイバッグ」
持参のお願いを続けています。現在、宗像店のマイバッ
グ持参率は94％と、ほとんどの組合員のみなさんが「マ
イバッグ」を持参していて、関心の高さにいつも感謝し
ています。
　たまたま「マイバッグ」を忘れた人には、１枚10円で
販売していますが、何て高い袋…といつも思っています。
それでも組合員のみなさんは「ごめんなさい、今日忘れ
てしまいました。１枚ください」と言います。
　今や、いろいろな場所でマイバッグを見かけるようになりました。ファッション
ではなく、環境の問題として捉え、もっともっとマイバッグが当たり前のこととし
て普及していくことを心から願っています。

を持って

買い物に行こう
マ イバッグ

第4回

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

協
働
化
提
案
制
度
で
、「
ゴ

ミ
問
題
を
考
え
る
住
民
の
連

合
会
・
宗
像
」
と
生
ご
み
堆

肥
化
講
座
を
開
催
。内
容
は
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
生

ご
み
処
理
機
器
各
種
の
使
用

方
法
を
紹
介
す
る「
本
講
座
」

と
、
実
践
後
の
疑
問
な
ど
に

答
え
る
「
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」

で
す
。
受
講
無
料
。
す
で
に

実
践
し
て
い
る
人
も
受
講

可
能
で
す
。

　「
本
講
座
」
を
受
講
す
る

と
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
年
間
１
世
帯
１
基
限
り
、

「
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
し
）。
数
に
限
り

あ
り
。
ど
こ
の
地
区
で
も
受

講
可
能
。
日
程
な
ど
は
随

時
、
市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
と

は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
の
中
に
も

み
殻
く
ん
炭
と

コ
コ
ナ
ツ
ピ
ー

ト
を
入
れ
微
生
物
の
力
で
生

ご
み
を
分
解
し
、
堆
肥
化
す

る
も
の
で
す
。
で
き
た
堆
肥

を
使
う
と
、
立
派
な
花
や
野

菜
が
育
ち
ま
す
。

＊
受
講
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
事
前
申
込
必
要

＊
各
講
座
に
定
員
あ
り

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

場
合
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
で
引
き
取
り
ま
す

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

本
講
座
受
講
者
に
は

本
講
座
受
講
者
に
は

生ごみ堆肥化講座生ごみ堆肥化講座

【７月の講座】　＊事前申込が必要（月曜日休み）

日　程 時間 場所・申込先

本講座

７月 ３日（火）

10:00

～

11:30

日の里コミセン ☎（37）1587

７月12日（木） 赤間西コミセン ☎（38）9506

７月18日(水) 玄海コミセン ☎（62）1642

７月26日(木) 赤間コミセン ☎（39）7051

フォロー
講座

７月 ６日(金) 10:00

～

11:30

河東コミュニティ ☎（35）1837

７月10日(火) 自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

で
き
た
堆
肥
で
育
て
た

パ
ン
ジ
ー

●主催　宗像環境団体連絡協議会
●日程　７月31日（火）〜８月２日（木）の３日間
●時間　いずれも9：30〜11：30
＊事前申込必要

＊小雨決行

●内容　①模型のソーラーカーを組み立てて走らせる
　　　　②清掃工場見学
●会場　宗像清掃工場（Ecoパーク宗像）
●対象　市内の小学生と保護者（要同伴）
●定員　各日先着20人
＊保護者は定員なし

●参加費　小学生200円／人（材料費）
●持参品　帽子、水筒、タ
オル
■申込方法　６月20日
（水）〜同29日（金）の
8：30〜17：00に、同協
議会事務局（自然環境
課内）☎（36）１１３０
へ電話で申し込む
＊土・日曜日を除く

リサイクル石けんづくり
ミニ環境講座

ダンボールコンポスト販売場所

吉武コミセン 赤間西コミセン 赤間コミセン 自由ヶ丘
コミセン

南郷コミセン 東郷コミセン 日の里コミセン 玄海コミセン

池野コミセン 岬コミセン 市役所内福祉売店
「ハートループ」

ソーラーカーを走行させる子どもたち

　むなかた「水と緑の会」石けん部会が、リサイクル石けんの
特徴や使い方、作り方を学ぶ講座を開催します。
　リサイクル石けんは、食用廃油を再利用した地球にも人にも
優しい、洗浄力が優れた石けんです。作った石けんは牛乳パッ
クで持ち帰り可能。参加無料。

●日　時　７月11日（水）10：00〜12：30
●場　所　エコロ館（市役所西門そば）
●定　員　先着15人
●持参品　汚れても良い長袖の服装、
　　　　　エプロン、１リットル入り空の牛乳パック２個
●託　児　無料（５カ月から就園前まで）
＊託児は６月29日（金）までに要予約

■申込方法　６月21日（木）9：00から、同会事務局（自然環境課
内）☎（36）１１３０へ電話で申し込む
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燃
や
す
ご
み
の
約
４
割
を

生
ご
み
が
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
生
ご
み
の
約
８
割
が
水

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
水
分
が
生
ご
み
の
重
さ
の

一
因
で
す
。
捨
て
る
前
に
水

分
を
切
る
だ
け
で
も
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト

▽
防
臭
と
ご
み
置
き
場
の
散

乱
防
止

　
生
ご
み
の
嫌
な
臭
い
の
原

　市では、今年２月にごみ減量対策の基礎資料とするため、家庭から
出された燃やすごみの中身を分析する ｢組成調査｣ を実施しました。
　調査の結果、燃やすごみの中に、生ごみが44％も含まれていました。
食材を買い過ぎない、余らせないことはもちろん、調理で出た生ごみ
もコンポストで堆肥化したり、捨てる前にひとしぼり水切りしたりす
ることで減量することができます。

　また、古紙類やプラスチック製容器包装など、資源化できるものが
約29％含まれていました。新聞、雑誌、ダンボールなどの古紙類は、
ひもで縛って地域の資源集団回収に出すことで、地域の活動団体の資
金にもなります。市内２カ所にある資源物受入施設にも無料で出すこ
とができます。プラスチック製容器包装やペットボトルなど分別でき
るものは分別ごみとして
出しましょう。
　燃やすごみとしては
出せない不燃ごみも
１.73％混入していまし
た。分別ごみはきちんと
分別して、地域の分別収
集や市内の資源物受入施
設に出しましょう。

因
で
あ
る
水
分
を
少
な
く
す

る
こ
と
で
、
悪
臭
防
止
や
カ

ラ
ス
な

ど
に
よ

る
ご
み

の
散
乱

防
止
に

な
り
ま

す
。

▽
ご
み
処
理
経
費
の
節
減

　
水
分
が
少
な
い
ほ
ど
、
ご

み
は
よ
く
燃
え
、
余
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
に
済

み
、
経
費
の
節
減
に
な
り
ま

す
。

▽
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）

の
削
減

　
焼
却
効
率
が
上
が
り
、
焼

却
時
に
排

出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２

が

減
少
す
る

た
め
、
地

球
温
暖
化

防
止
に
な
り
ま
す
。

　
市
全
世
帯
で
水
切
り
に
取

り
組
め
ば
、
年
間
で
約
５
８

０
ト
ン
の
減
量
に
な
り
ま

生
ご
み
を

ぎ
ゅ
っ
と
絞
っ
て

生
ご
み
を

ぎ
ゅ
っ
と
絞
っ
て

を

生
ご
み
をを

ぎぎぎぎ
ゅ
っっっっっっ
ととととと

て

絞
っ
て

ご
み
減
量

ご
み
減
量

資源化可能なものが

約29％も
資源化可能なものが
燃やすごみの中身は？

　宗像子育てネットワークこねっとが、「子育
て・教育関連用品」を「もとめている人」と無
料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　５月31日現在、次の用品を「もとめている人」
がいます。

■利用方法　①住所②氏名③連絡先④用品名を明記して、宗像子育て
ネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１　▽ メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊「上記の用品をゆずる人」は、☎０８０（４３１７）２５２４での申込
可。ただし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

●博多のびっこ幼稚園制服（女児、男児100
〜110）●浄徳寺幼稚園制服・体操服・帽

子・トレーナー・スモック（男児100〜110）・冬服スカート（女
児120）●東海大学付属自由ヶ丘幼稚園制服・体操服（女児110
〜120）●玄海ゆりの樹幼稚園制服・体操服・スモック（男児
120〜130、女児は夏制服と体操服で110〜120）●赤間くるみ
幼稚園半袖シャツ・スモック（女児100〜120）●洋服（男児
100〜120）●夏用洋服（女児90〜100）●新生児用肌着●水着
（男児90）●抱っこひも●ベビーカー（新生児用）●チャイルド
シート●ジュニアシート●ベビーベッド●バンボのイス●バウン
サー●三輪車●ピアノ●剣道防具●宗像高校指定教科書（最近３
年間分、数学Ⅲ・数学C・国語・英語・化学・生物）

海岸を散歩しながら
ごみ拾いをしてみませんか

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の４月までの清掃
状況を紹介。

【４月】▽参加人数＝52人 ▽収集量＝１９５袋
【累計】▽参加人数＝８,１０７人 ▽収集量＝１万８,８２７袋
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】釣川河口両側海岸

550
（ｇ/人・日）

500

450

400
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485 480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度

衣類も出せます
　２月の組成調査では、燃やすごみの中に衣料
品が２％含まれていました。衣類や毛布、カー
テンなどは、透明の袋に入れて資源物受入施設
に無料で出すことができます。ぬれているも
の、汚れているもの、綿が入っているものは出
せません。下着、ハンカチなど小さなもの、革
製品は「燃やすごみ」に出してください。

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

家
庭
の
燃
や
す
ご
み
量
の
推
移

（
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
量
）

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
燃
や
す
ご
み
の
中
身

生ごみ
44％

（減量・資源化できるもの）

資源化可能なもの
約29％

新聞紙
（4.98％）

不燃ごみ（1.73％）

木製品、材木
（0.52％）

プラスチック
製品（0.44％）

わた製品、
その他の繊維
（0.89％）

その他の
紙製品

（11.33％）

その他（2.25％）

紙おむつ
（8.07％）

剪定枝・草
（1.94％）

雑誌・厚紙・ノート類（2.59％）

白色トレイ
（0.27％）

ダンボール（0.29％）

紙製容器包装（2.64％）

紙パック（0.38％）

ペットボトル
　（0.48％）

衣料品
（2.32％）

プラスチック製
容器包装
（14.88％）

燃やすごみ袋の中に入っていた不燃ごみ

す
。
ご
み
を
出
す
前
の
ひ
と

し
ぼ
り
で
、
生
ご
み
減
量
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
生
活
環
境
課
窓
口
で
水
切

り
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

☎
（
36
）
１
４
２
１
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「
お
帰
り
！
」と
声
を
か
け
て

葉
山
の
児
童
見
守
り
隊

子どもに
やさしいまち

むなかた
第2回

子
ど
も
の
権
利

  

に
つ
い
て
知
ろ
う

そ

の

１

　
子
ど
も
の
権
利
に
は
大
人

と
同
じ
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

基
本
条
例
で
は
、
市
の
子
ど

も
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
中
で
も
特
に
保
障
さ
れ
る

べ
き
権
利
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
権
利
を
大
人
も

子
ど
も
も
き
ち
ん
と
理
解

し
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
権
利
の
中

に
は
、
年
齢
や
成
長
、
発
達

に
応
じ
て
守
ら
れ
る
べ
き
内

容
が
変
化
し
て
い
く
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
権

利
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

❶
命
が
守
ら
れ
、
尊
重
さ
れ

る
❷
み
ん
な
の
愛
情
と
理
解
の

中
で
育
つ
こ
と
が
で
き
る

❸
温
か
い
家
庭
の
中
で
家
族

と
共
に
生
活
で
き
る

❹
平
和
で
安
全
な
環
境
で
生

活
で
き
る

❺
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
放
っ

て
お
か
れ
る
こ
と
も
な
い

❻
健
全
な
発
達
を
妨
げ
る
環

境
か
ら
守
ら
れ
る

　
安
心
し
て
生

き
る
権
利
は
、

毎
日
の
生
活
を

送
る
上
で
最
も

基
本
と
な
る
も

の
で
す
。
そ
の

中
で
も
②
③
⑤

⑥
は
、
子
ど
も
特
有
の
権
利

と
い
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
朝
は
忙
し
い
」

「
早
起
き
し
た
く
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
子
ど
も
に
朝
ご

は
ん
を
食
べ
さ
せ
な
い
こ
と

も
、
子
ど
も
の
権
利
の
侵
害

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、最
近
の
子
ど
も
は
、

何
で
も
与
え
ら
れ
る
、
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
過
保
護
、

あ
る
い
は
過
干
渉
の
た
め
、

何
か
を
得
る
た
め
に
努
力
す

る
意
欲
や
我
慢
を
す
る
と
い

う
耐
性
、
人
や
物
を
大
切
に

す
る
心
が
育
た
な
い
状
況
な

ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
も
、
子
ど
も

の
健
全
な
発
達
を
妨
げ
る
環

境
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❶
個
性
が
大
切
に
さ
れ
、
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る

❷
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

❸
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
❹
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
差
別
さ
れ
る
こ
と

が
な
い

安
心
し
て
生
き
る
権
利

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利

●
期
間
　
７
月
21
日
（
土
）

〜
８
月
31
日
（
金
）

＊
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

●
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後

６
時
30
分

＊
月
〜
金
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
延
長
保
育
あ
り

●
場
所
　
各
学
童
保
育
所

（
市
内
各
小
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
専
用
棟
、
小
学

校
教
室
）

＊
大
島
小
、
地
島
小
を
除
く

▽
北
エ
リ
ア
（
吉
武
小
、
赤

間
小
、
赤
間
西
小
、
河
東

小
、
河
東
西
小
、
玄
海
小
、

玄
海
東
小
）

▽
南
エ
リ
ア（
自
由
ヶ
丘
小
、

自
由
ヶ
丘
南
小
、東
郷
小
、

南
郷
小
、
日
の
里
東
小
、

日
の
里
西
小
）

●
対
象
　
共
働
き
な
ど
の
理

由
で
保
護
者
が
家
庭
に
い

な
い
児
童

●
費
用
　
１
万
７
８
０
０
円

（
利
用
料
７
０
０
０
円
×

２
カ
月
＋
お
や
つ
代
１
５

０
０
円
×
２
カ
月
＋
保
険

料
８
０
０
円
）

市
学
童
保
育
所
が

　

夏
休
み
期
間
中
の

　
　

入
所
児
童
を
募
集

＊
平
成
24
年
度
に
在
籍
し
て

い
た
場
合
は
保
険
料
不
要

＊
延
長
保
育
は
１
回
３
０
０

円
（
月
極
３
０
０
０
円
）

●
申
込
方
法
　
６
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
、
申
請
書

類
を
各
学
童
保
育
所
へ
持

参
し
て
申
し
込
む

＊
受
付
時
間
は
、
平
日
は
放

課
後
〜
午
後
６
時
30
分
、

土
曜
日
は
午
前
８
時
〜
午

後
５
時（
日
祝
日
は
除
く
）

＊
申
請
書
類
は
各
学
童
保
育

所
と
子
ど
も
育
成
課
で
入

手
可

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
北
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

�

☎
（
33
）
９
０
８
０

▽
南
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

�

☎
（
33
）
１
８
３
８

　
新
学
期
が
始
ま
る
と
、
葉

山
通
り
か
ら
広
陵
台
に
通
じ

る
歩
道
は
小
学
校

に
入
学
し
た
ば
か

り
の
１
年
生
の
帰

宅
が
始
ま
り
、
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま

す
。
赤
間
小
学
校

の
先
生
と
、
葉
山

の
見
守
り
隊
に
引

率
さ
れ
た
約
40
人

の
児
童
の
列
が
通

り
ま
す
。

　
葉
山
の
児
童
見

守
り
隊
は
平
成
18

下校する児童たちに声をかける見守り隊

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
６

年
目
に
な
り
ま
す
。
見
守
り

隊
は
、
区
の
役
員
、
葉
山
ヘ

ル
ス
ケ
ア
・
省
エ
ネ
共
和

国
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成

さ
れ
、
交
代
で
児
童
の
見
守

り
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　
４
月
初
め
の
葉
山
２
丁
目

バ
ス
停
近
く
の
桜
区
と
の
分

岐
の
交
差
点
は
、
見
守
り
隊

や
出
迎
え
の
人
で
歩
道
が
埋

ま
る
ほ
ど
で
す
。
こ
こ
で
桜

区
に
帰
る
児
童
と
別
れ
、
葉

山
２
丁
目
バ
ス
停
を
過
ぎ
て

左
に
曲
が
り
、
花
壇
の
あ
る

幅
広
い
歩
道
を
西
口
の
信
号

を
渡
る
所
ま
で
確
認
す
る
の

が
、見
守
り
隊
の
任
務
で
す
。

信
号
を
渡
っ
た
所
で
は
、
広

陵
台
の
保
護
者
数
人
が
児
童

を
迎
え
に
来
て
い
ま
す
。
こ

の
見
守
り
は
自
主
的
な
も
の

で
、
数
年
前
か
ら
見
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
取
材
日
は
、
日
中
の
気
温

が
27
度
ま
で
上
が
り
ま
し

た
。
広
陵
台
へ
帰
る
１
年
生

の
女
の
子
が
、
葉
山
２
丁
目

と
桜
区
の
分
岐
ま
で
来
て
歩

く
の
が
き
つ
く
な
り
、
近

く
の
家
へ
。
そ
こ
で
休
み
、

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
元
気
を

取
り
戻
し
、
友
達
と
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。
入
学
し
た
ば

か
り
の
子
ど
も
の
足
で
は
、

学
校
か
ら
広
陵
台
の
奥
の
３

丁
目
ま
で
は
１
時
間
も
か
か

り
、
熱
い
中
で
の
帰
宅
は
か

な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
入
学
か
ら
２
週
間
は
先
生

が
１
年
生
を
引
率
し
ま
す

が
、
家
庭
訪
問
が
始
ま
る
と

児
童
の
み
の
帰
宅
に
な
る
の

で
見
守
り
隊
の
活
動
は
児
童

に
と
っ
て
心
強
い
も
の
で

す
。
見
守
り
隊
メ
ン
バ
ー
の

佐
藤
武
さ
ん（
71
歳
）は「
下

校
時
に
低
学
年
の
児
童
は
葉

山
通
り
か
ら
桜
区
に
分
岐
す

る
道
路
を
止
ま
ら
ず
に
走
っ

て
く
る
の
で
、毎
回『
止
ま
っ

て
確
認
』
と
声
を
か
け
て
い

ま
す
が
事
故
が
心
配
で
す
。

道
路
に
児
童
横
断
の
表
示
が

あ
れ
ば
、
車
も
子
ど
も
た
ち

も
気
を
つ
け
る
の
で
は
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
お
帰
り
！
」
と
声
を
か

け
る
地
道
な
見
守
り
活
動
は

雨
の
日
も
続
き
ま
す
。
通
り

に
明
る
い
子
ど
も
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
。

（
市
民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
葉
山
自
治
会
（
阿
部
）

☎
（
33
）
２
８
３
５

　

今
回
と
次
回
は
、「
な
ぜ
、
子
ど
も
基
本
条

例
が
必
要
な
の
か
」「
子
ど
も
の
権
利
と
は
何

か
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

　

子
ど
も
育
成
課　

☎
（
36
）
１
２
１
４

　「
自
分
ら
し
く
生

き
る
」
と
は
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
考

え
方
を
大
切
に
し
、

日
々
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。「
自

分
ら
し
く
生
き
る
権

利
」
を
認
め
る
と
、

子
ど
も
が
わ
が
ま
ま

に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ�

り
ま
す
が
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
権
利
は
、
他
の
人
の
権

利
を
侵
害
し
て
ま
で
自
分
の

権
利
を
主
張
す
る
こ
と
を
認

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
中
で
も
、
②
と
③
は

年
齢
や
発
達
な
ど
子
ど
も
の

状
況
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
料
理
を

し
て
み
た
い
と
い
う
子
ど
も

に
、
危
な
い
か
ら
と
い
っ
て

い
つ
ま
で
も
包
丁
を
持
た
せ

な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
持
つ

可
能
性
の
芽
を
「
子
ど
も
だ

か
ら
」
と
い
う
理
由
で
安
易

に
摘
み
取
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
子
ど
も
の
く
せ
に
口

答
え
を
す
る
な
」
と
い
う
よ

う
な
言
い
方
も
、
慎
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
次
回
に
続
く
】
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　４月28日にオープンした「海の道むなかた館」は、市の歴史拠点施設で、
「宗像・沖ノ島と関連遺産群」の世界遺産登録活動を推進するガイダンス
施設です。宗像の歴史や文化を学び、体験するだけでなく、さまざまな
機能やコンセプトを盛り込んでいます。

●オープニングイベント……………………………………………

　オープニングイベントを実施した
ゴールデンウィーク期間中（４月
28日〜５月６日）には、毎日2,000
人を超える来館者があり、延べ
17,869人もの人でにぎわいました。
　「海の道」をテーマにした古代か
らの出土品の展示、３Dによる沖ノ
島の映像、ものづくり体験、古代体
験、音楽やダンスなどの屋外イベン
ト、宗像遺産のバスツアー、特別講
演など盛りだくさんの内容でした。
　国際色豊かなイベントも組まれ、
テープカットの式典では、スコット
ランドのジョージ・ワトソンズ・カ
レッジのバグパイプバンドの演奏、
屋外イベントでは、米軍海兵隊のバ
ンドコンサートなど、大いに盛り上がりました。

●展示室…………………………………………………………………

　館内展示室では、「海の道」をテー
マに、市内の遺跡から見つかった貴
重な出土品をはじめ、国指定史跡で
ある「田熊石畑遺跡」から出土した
武器形青銅器15点全てを展示。１つ
の遺跡からこんなに多く出土するこ
とは極めてまれです。
　本山蘭ちゃん（10歳・福津市）は

「おじいちゃんたちに誘われ、世界遺
産にも興味があって来ました。博物館
みたいでおもしろい。展示されていた
勾玉（まがたま）がきれいだったので
次に来たときは勾玉づくりの体験がし
たいです」。北九州市から来ていた荒
川京子さん（61歳）は「沖ノ島のこと
をいろいろ知れて良かったです。出土
品が多いことにびっくりしました。い
い勉強になりました」と話してくれま
した。
　館内には、交易や交通、民衆の生活
に関する資料を展示するほか、世界遺
産登録推進コーナーや沖ノ島３Ｄシア
ターがあります。３Ｄシアターでは、
普段は入島できない沖ノ島をリアルに
体験できます。
　村橋凜太郞（りんたろう）さん（15歳・行橋市）は「沖ノ島のことは
あまり知らなかったけれど、沖ノ島の映像がとてもきれいでした」と３
Ｄを楽しんだ様子でした。
　また、４月29日には、オープニングの特別企画として、宗像三女神
にちなんで貞国三姉妹によるヴァイオリン・チェロ・ピアノのミニコン
サートを開催。美しい旋律が聞こえると、展示室に訪れた多くの来場者
が立ち止まり、その演奏に聴き入っていました。
　あまりの好評に、次回の企画も検討中です。お楽しみに。

●体験学習………………………………………………………………

　海の道むなかた館では、いろいろな体験学習を実施しています。オー

プニングイベント期間中は、特別企画でトヨタ自動車九州モノづくり教
室や、テムザックロボット体験などを開催。屋外では、一生懸命に火起
こしや、石を削って勾玉を作る子どもたち、屋内では、楽しそうに風船

自動車や、ロボットなどで遊ぶ子
どもたちでにぎわっていました。
　島内洸征（こうせい）くん（７
歳・福津市）は、風船自動車を手
作りし、完成した時にはお母さん
とハイタッチで笑顔。実際に走ら
せると「楽しかった」と照れなが
ら話してくれました。阿部寛司く

ん（７歳・朝野）は、作った自動車を何度も走らせて「おもしろかった」
と元気に答えてくれました。神野茜ちゃ
ん（７歳）、暁良くん（６歳）は勾玉づ
くりを体験。「自分で最後まで作りたい。
おもしろい」と夢中になっていました。
　バグパイプバンドのメンバーも勾玉
づくりに挑戦。ハート形や魚形など形
を変えてみたり、ブレスレットにした
りと思い思いの勾玉を作っていました。
　メンバーらは「今までしたこ
とのないチャレンジだった。自
分で作った物なのでとても思い
出になった。大切にしたい」「お
母さんにプレゼントします」と
いうメンバーや「キットを買い
たい」という声もあり、勾玉作
りを楽しんでいました。
＊トヨタ九州モノづくり教室（風

船自動車）は、夏休み特別企画として、８月４日（土）、同５日（日）に再度、
開催します。今回参加できなかった子は、ぜひこの機会に参加してく
ださい。要予約。詳しくは、海の道むなかた館へ問い合わせてくださ
い

＊海の道むなかた館では、土・日曜日、祝日に火起こしや勾玉づ
くりなど、日替わりで体験学習を実施しています。詳しくは、市 
ＨＰhttp://www.city.munakata.lg.jp/か、海の道むなかた館へ
問い合わせてください

●ショップ海の道………………………………………………………

　海の道むなかた館の休憩スペース
には、「ショップ海の道」があり、コー
ヒーやソフトクリーム、プリンなど
を販売しています。オープニングイ
ベント期間には、宗像の海の幸と山
の幸を使ったバーガー「海っと！」
「山っと！」を販売し、たくさんの
人に味わっていただきました。
　「海っと！」「山っと！」を食した
松本相辰（そうしん）さん（67歳・
山口県）らは「ボリュームもあり、おいしいです。珍しくて良いですね。
今から鎮国寺に行くのでスタミナをつけようと思います。近くに飲食店
がないので助かります」と話してくれました。

お知らせ

海の道むなかた館オープン
歴史と文化を学び、体験

土器パズルに挑戦！

バグパイプバンドの迫力ある演奏

テープカットの様子

多
く
の
人
が
訪
れ
た
展
示
室

沖
ノ
島
を
体
感
で
き
る
３
Ｄ

風
船
自
動
車
を
走
ら
せ
ま
す

勾
玉
作
り
に
挑
戦
す
る
バ
グ
パ

イ
プ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

昔の道具を使って火起こし 触れると動くロボット体験

美しい音色を奏でる貞国三姉妹

ショップ海の道で休憩
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●元気ステージ…………
　屋外イベントステージで
は、４月28日に「宗像・沖ノ
島と関連遺産群」世界遺産応
援大使の森口博子さんと谷井
博美市長、宗像大社の高向正
秀宮司によるトークショーが
催され、世界遺産登録に向け
た熱い思いが語られました。
　同29日以降は、宗像地区で活動
する音楽団体やダンスグループがス
テージを盛り上げてくれました。

●バスハイク……………………

　オープニングイベントの一環とし
て「世界遺産登録暫定リスト掲載遺
産探訪バスハイク」と「宗像遺産探
訪バスハイク」を実施しました。
　どちらのコースも大変好評で、古墳を見学した参加者からは「宗像で
世界遺産の取り組みをしているのは知っていたけれど、実際に構成資産
の候補を巡ることで、より一層身近に感じることができた。普段見るこ
とのできない蔵や御堂の中も見学でき、宗像に対する興味がさらに深まっ
た」とうれしい声もありました。

●オープン記念特別講演………………………………………………

　海の道むなかた館の開館を記念し、
「海の道」をテーマに本館の西谷正館
長や九州国立博物館の三輪嘉六館長
をはじめ、著名な講師による公開講
座を実施しました。
　沖ノ島での国家的祭祀（さいし）
を支え、古代から玄界灘を縦横無尽
に航行した宗像人たち。「海の道」を
往来し、大陸と交流したその足跡を
感じてもらえたのではないでしょうか。

＊海の道むなかた館では、月１回、館長講座を実施しています。「海の道」
そしてシルクロードに繋がる考古のロマンを西谷館長が分かりやすく
解説します。ぜひ参加してください

●だんだんボックス支援自販機………………………………………

　「だんだんボックス支援自動販売
機」は、飲料水の自動販売機のデザ
インに障がいのある人の作品（絵）
を採用し、作品を描いた障がい者や
施設などに収益の一部を還元するも
のです。
　市内５カ所の障がい者施設の利用
者から22作品の応募があり、その中
から最優秀賞、優秀賞、だんだんボッ
クス賞を決定しました（下表参照）。
　最優秀賞を受賞した橋
本進也さんの作品が、自
動販売機のデザインに採
用され、海の道むなかた
館に設置されています。
　進也さんの母・由美さ
んは「息子は小さいころ
から、絵を描くことが大
好きでした。採用してい
ただいて家族みんなで喜
んでいます」と話してくれました。

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
釣
り
大

会
は
、
防
波
堤
で
午
前

８
時
30
分
に
ス
タ
ー

ト
。
遠
く
は
山
口

県
か
ら
参
加
し
た

総
勢
１
７
５
人

が
、
大
物
を
目
指

し
て
大
会
に
挑
み

ま
し
た
。

　
競
技
は
、
メ
バ
ル
、

ベ
ラ
、
ア
ラ
カ
ブ
な
ど

５
部
門
で
釣
っ
た
魚

の
長
さ
を
競
い
ま
し

た
。
途
中
、
こ
の
日
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
・
児
島

玲
子
さ
ん
（
日
本
釣
振
興
会

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
）や
秋
丸
美
帆
さ
ん（
う

み
ん
ぐ
大
島
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー

ル
）
も
参
加
者

に
ア
ド
バ
イ

ス
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
交

流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で

は
、
各
部
門
の

上
位
３
人
に
賞

状
や
記
念
品
を

贈
呈
。
他
魚
の

部
で
、
こ
の
日

一
番
大
き
い
31

セ
ン
チ
の
タ
カ

ノ
ハ
ダ
イ
を
釣
り
上
げ
た
中

村
雅
美
さ
ん
（
山
口
県
山
陽

小
野
田
市
）
は
「
今
日
は
児

島
玲
子
さ
ん
に
会
う
た
め
に

家
族
４
人
で
来
ま
し
た
。
２

年
前
か
ら
毎
週
の
よ
う
に
家

族
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
大
島
に
は
初
め
て
来
ま

し
た
が
、
き
れ
い
な
島
で
、

う
み
ん
ぐ
大
島
も
き
れ
い
な

施
設
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
釣
堀
で
は
、
１
周

年
を
記
念
し
て
魚
の
量
を
い

つ
も
よ
り
20
パ
ー
セ
ン
ト
増

量
。
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎
え

た
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
で
４

月
29
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
釣
り

大
会
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
北
九
州
市
八
幡
西
区
か
ら

来
た
木
下
友
楓
（
と
も
か
）

ち
ゃ
ん
（
小
学
１
年
生
）
と

滉
斗
（
ひ
ろ
と
）
く
ん
（
小

学
４
年
生
）
は
、
祖

父
母
の
山
口
信
秀
さ

ん
、
雅
子
さ
ん
（
古

賀
市
）
と
来
園
。
初

め
て
の
釣
り
体
験
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
３

キ
ロ
超
（
65
セ
ン

チ
）
の
コ
ブ
ダ
イ
を

釣
り
上
げ
ま
し
た
。

友
楓
ち
ゃ
ん
は
「
魚

が
重
く
て
、
怖
か
っ

た
で
す
」
と
び
っ
く

り
し
た
様
子
で
し

た
が
、「
楽
し
か
っ
た
。
お

刺
し
身
に
し
て

食
べ
た
い
」
と

笑
顔
。
信
秀
さ

ん
も
「
初
め
て

の
大
島
で
し
た

が
、
孫
た
ち
も

フ
ェ
リ
ー
や
釣

り
が
楽
し
か
っ

た
よ
う
で
す
」

と
話
し
く
れ
ま

し
た
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
、
ア
ラ
カ
ブ
の
稚
魚
の

放
流
も
実
施
。
こ
れ
は
、（
公

財
）
日
本
釣
振
興
会
の
支
援

に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で
４

年
目
で
す
。
当
日
は
子
ど
も

た
ち
に
交
じ
っ
て
、
谷
井
博

美
市
長
、
う
み
ん
ぐ
支
援
協

議
会
の
髙
宮
俊
諦
会
長
、
ゲ

ス
ト
の
児
島
さ
ん
、
秋
丸
さ

ん
ら
も
参
加
。
約
９
０
０
０

匹
の
ア
ラ
カ
ブ
の
稚
魚
を
放

流
し
ま
し
た
。

　
稚
魚
放
流
会
場
横
の
釣
堀

も
親
子
連
れ
な
ど
で
１
日
中

満
員
状
態
。
大
物
を
何
匹
も

釣
り
上
げ
、
大
満
足
の
様
子

で
し
た
。

　
そ
の
他
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
サ
イ
ン
会
、
豚
汁
や
イ
カ

焼
き
の
振
る
舞
い
に
長
蛇
の

列
が
で
き
る
な
ど
、
大
に
ぎ

わ
い
と
な
っ
た
「
う
み
ん
ぐ

大
島
」。
開
園
１
周
年
を
祝

う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
な
島
づ
く
り
課

　
元
気
な
島
づ
く
り
係

☎
（
72
）
２
２
１
１

お知らせ

大物を狙って釣りをする参加者

子どもたちと釣りの話をする
秋丸さん（中央）

各部門で表彰された参加者と関係者

コブダイを釣り上げて喜ぶ友楓ちゃん
（右端）と滉斗くん（左から２人目）

１
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
に
沸
い
た

１
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
に
沸
い
た

う
み
ん
ぐ
大
島

う
み
ん
ぐ
大
島

一斉にアラカブの稚魚を放流

■問い合わせ先　海の道むなかた館（宗像市深田588）
　　　開館時間　9：00〜18：00まで
　　　休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌平日）
　　　☎（62）２６００　 FAX（62）２６０１

海の道で表彰を受ける橋本さん（右）

熱く語られたトークショー

迫力のある和太鼓を演奏

田熊石畑遺跡について語る西谷館長

だんだんボックス支援自販機入賞者

賞 施設名 氏　名

最優秀賞 緑ヶ丘学園 橋本　進也さん

優秀賞 宗像学園

森　　昌子さん

森　ふみ子さん

岩永　直博さん

だんだん
ボックス賞 くすの木園 阿部めぐみさん



　子育てサークルは、幼稚園、保育所に入るまでの親子が大切な時間を過ごす居場所です。自分たちの好きなプ
ログラムで、友達と一緒に体験することができ、たくさんの発見ができる場所でもあります。いろいろなタイプの
サークルがあるので、まずは見学して自分に合うサークルを探してみませんか。
＊活動は子育てサークルが実施しているもので、現在、市が把握しているものです

 ■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

子 育 て サ ー ク ル 紹 介

えんぜるくらぶ

いちごみるく

●開催日　毎週木曜日
●時　間　10:30～12:00
●場　所　メイトム宗像他
●対　象　１歳～２歳の子どもと

保護者

■問い合わせ先
　ＮＰＯ法人保育サービス・エンゼル　☎090（1926）1513

★活動内容★
親子のふれあい遊び、外遊び、季節の行事や製作、お話や手遊び歌
など専門スタッフと一緒に楽しんでいます

一生の友達、ママ友ができて、子育てが楽しくなったよ！

子育てのお
得な

情報も聞け
るよ

いつも一緒に遊
ぶから

ケンカもするけ
ど

兄弟姉妹みたい
に仲良しになる

よ！

●開催日　毎月第２・４火曜日
●時　間　10:00～12:00
●場　所　メイトム宗像他
●対　象　はじめて赤ちゃんを育て

ている保護者（妊婦も可）

■問い合わせ先
　ＮＰＯ法人むなかた子ども劇場　☎（32）7585　
　担当／安井志津　☎090（7982）7348

★活動内容★
子育てをしているお母さんの学習会や居場所づくり

ひまわりキッズ
●開催日　毎月第２水曜日
●時　間　10:30～12:00
●場　所　メイトム宗像他
●対　象　１歳半～未就園児と

保護者

■問い合わせ先
　ＮＰＯ法人むなかた子ども劇場　☎（32）7585

★活動内容★
▽親子で元気に外遊び
▽生の舞台鑑賞や体験活動他

ちびっこ探偵団
●開催日　毎週火・金曜日
●時　間　10:00～12:30
●場　所　日の里９丁目公民館、

近隣の公園
●対　象　０歳～４歳の子どもと

保護者

■問い合わせ先　代表／棚橋美智子　☎090（1348）9420

★活動内容★
▽週２回の活動　▽親子でリズム遊びや製作、食育、外遊び
▽１月からは「ひとり登園」の体験あり

宗像アレルギッ子の会
～りんごの森～

●開催日　毎月第１木曜日
●時　間　10:30～12:00
●場　所　青少年センター他

（変更あり）
●対　象　アレルギー疾患がある

子どもと保護者

■問い合わせ先　代表／宮﨑綾子　☎080（6430）9879

★活動内容★
▽親同士の交流
▽アレルギー児の情報交換や調理方法などの勉強会あり

のびのびクラブ
●開催日　毎週火曜日
●時　間　10:00～12:00
●場　所　日の里地区コミュニティ・

センター
●対　象　妊婦さんから入園前の

子どもと保護者

■問い合わせ先　代表／桶川優子　☎090（5083）6576

★活動内容★
▽親子で思いっ切り遊ぶ、外遊び、じゃれつき遊びなど
▽年に１度のキャンプもあり

よちよちキッズ
●開催日　毎週木曜日
●時　間　10:30～12:00
●場　所　メイトム宗像他
●対　象　入園前の子どもと

保護者

■問い合わせ先　代表／守光愛　☎090（9795）3246

★活動内容★
▽音楽に合わせた親子リズム、絵本の読み聞かせ
▽季節の行事、お誕生会など

No.222 むなかたタウンプレス 平成24年6月15日 （22）お知らせ
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選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機

会
で
す
。
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぶ
た
め
に
は
、

私
た
ち
が
常
に
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
選
挙
で
は
候
補
者
の
人
物
や

政
策
を
見
極
め
て
、
主
権
者
と
し
て
自
覚
あ
る
一
票
を
投
じ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
（
36
）
１
３
７
５

このコーナーでは、選
挙に関する一口メモと
４コマ漫画を紹介して
います。

国民の権利

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（23〜25ページ）

市
　
か
　
ら

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル「
世
界
の
味
横
丁
」

出
店
者
募
集

　
宗
像
地
域
国
際
交
流
連
絡

協
議
会
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

協
働
化
提
案
制
度
を
活
用
し

て
、
世
界
各
国
の
料
理
屋
台

を
並
べ
、
食
を
通
じ
た
国
際

交
流
を
図
る
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
世
界
の
味
横

丁
」
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
。
自
慢
の
自
国
料

理
を
披
露
す
る
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
同
会
場
で
は
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同
時

開
催
。
民
族
舞
踊
団
に
よ
る

踊
り
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
16
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

（
予
定
）

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
（
吉
留
）

●
内
容
　
各
国
の
家
庭
料
理

を
テ
ン
ト
で
調
理
し
て
販

売
（
１
品
３
０
０
円
以
下

の
メ
ニ
ュ
ー
を
２
０
０
食

程
度
）

●
申
込
締
切
日
　
７
月
５
日

（
木
）

＊
出
店
国
が
重
複
し
た
場
合

は
、
抽
選
の
場
合
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
交
流
室
内
）

�

☎
（
36
）
０
３
１
１

　
市
で
は
、10
月
１
日
（
月
）

に
オ
ー
プ
ン
す
る
神
湊
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
売
店
入
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
店
期
間
　
10
月
１
日

（
月
）
～
平
成
27
年
３
月

31
日
（
火
）

＊
更
新
の
場
合
あ
り

●
申
込
方
法
　
７
月
13
日

（
金
）
ま
で
に
、
企
画
提

神
湊
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

売
店
エ
リ
ア

�

入
店
者
の
公
募

お
わ
び
と
訂
正

　
４
月
に
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
３
・
４
期
対
象

者
へ
送
付
し
た
「
宗
像
市
予

防
接
種
指
定
医
療
機
関
」に
、

い
き
ま
る
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

／
自
由
ヶ
丘
９
・
１
・
１
／

☎
（
39
）
８
２
８
２
の
記
載

漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
接
種
希
望
の
際
は
、
電
話

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

�

☎
（
36
）
１
３
６
５

●
対
象
　
大
正
15
年
４
月
１

日
以
前
に
出
生
し
、
昭
和

57
年
１
月
１
日
以
前
に
外

国
人
登
録
を
し
た
人
（
昭

和
57
年
１
月
２
日
以
降
に

帰
化
し
た
人
を
含
む
）で
、

申
請
日
現
在
で
、
宗
像
市

に
１
年
以
上
続
け
て
居
住

し
て
い
る
人

＊
各
種
年
金
受
給
者
や
生
活

保
護
受
給
者
は
対
象
外

●
金
額
　
月
額
１
万
円
／
人

●
申
請
方
法
　
随
時
、
保
健

救
急
救
命
講
習
会

　
市
で
は
、夏
休
み
を
前
に
、

水
難
事
故
な
ど
の
応
急
手
当

て
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
無
料
。

●
日
時
　
７
月
７
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

●
会
場
　
宗
像
地
区
消
防
本

部
（
田
熊
）

●
内
容
　
普
通
救
命
講
習

（
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
な
ど
）

●
講
師
　
宗
像
地
区
消
防
本

部
救
急
課
職
員

●
対
象
　
市
内
で
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
む

人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
指

導
員
会
、
子
ど
も
会
育
成

会
な
ど

●
定
員
　
先
着
50
人

＊
受
講
者
に
は
、
宗
像
地
区

消
防
本
部
か
ら
修
了
証
を

発
行

■
申
込
方
法
　
６
月
18
日

（
月
）～
同
29
日（
金
）に
、

子
ど
も
育
成
課
子
ど
も
育

成
係
☎
（
36
）
１
２
１
４

へ
電
話
で
申
し
込
む

＊
再
講
習
の
人
は
、
修
了
番

号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

●
主
催
　
東
福
岡
年
金
事
務

所
●
日
程
　
６
月
～
平
成
25
年

３
月
の
毎
月
第
１
・
３
水

曜
日
の
月
２
回

＊
祝
日
の
場
合
は
翌
日

●
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
20
分

＊
た
だ
し
、
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く

●
場
所
　
宗
像
市
役
所
本
館

＊
会
議
室
は
予
約
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い

提案制度提案制度提案制度

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

�

初
心
者
講
習
会

●
主
催
　
宗
像
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
を
楽
し
む
会

●
日
時
　
７
月
５
日
（
木
）

か
ら
毎
週
木
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

（
全
20
回
）

●
会
場
　
市
民
体
育
館
他

●
定
員
　
先
着
10
人

●
参
加
費
　
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
他
）

●
持
参
品
　
膝
サ
ポ
ー

タ
ー
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、

着
替
え
、
筆
記
用
具
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
藤
崎
）

�

☎
（
33
）
１
９
６
４

国
・
県
な
ど
か
ら

事
業
主
の

�

み
な
さ
ん
へ

　
平
成
24
年
度
の
労
働
保
険

年
度
更
新
は
、
７
月
10
日

（
火
）
ま
で
に
労
働
保
険
料

な
ど
の
申
告
、
納
付
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
最
寄
り
の

金
融
機
関
の
窓
口
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
岡
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
、
県
内
各
地
で
現

地
受
付
も
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局

☎
０
９
２
（
４
３
４
）
９

８
３

日
曜
街
か
ど

�

労
働
相
談
会

●
主
催
　
県

●
日
時
　
６
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
会
場
　
天
神
地
下
街
１
番

街
・
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２

丁
目
地
下
３
号
）

●
内
容
　
賃
金
未
払
い
、
解

雇
、
職
場
の
い
じ
め
な
ど

の
悩
み
や
疑
問
に
答
え
る

個
別
相
談
会

▽
労
働
者
支
援
事
務
所
相
談

担
当
者
に
よ
る
面
談

▽
弁
護
士
相
談
（
午
後
３
時

～
同
５
時
）

●
相
談
料
　
無
料

＊
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
政
策
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

５
８
７

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

�

強
化
週
間

●
主
催
　
福
岡
法
務
局
、
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
開
設
日
時

▽
６
月
25
日
（
月
）
～
同
29

日
（
金
）
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時

▽
６
月
30
日
（
土
）
～
７
月

１
日
（
日
）
＝
午
前
10
時

～
午
後
５
時

●
内
容
　「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間
」
と

し
て
、
い
じ
め
や
体
罰
、

不
登
校
や
子
ど
も
の
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る

人
権
問
題
の
相
談
を
受
け

付
け
る
相
談
電
話
を
設
置

●
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員

●
相
談
料
　
無
料

＊
秘
密
厳
守

＊
強
化
週
間
以
外
で
も
、
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相

談
を
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
受
付

■
相
談
先

同
連
合
会

　
０
１
２
０
（
０
０
７
）

１
１
０

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
場
合
は

☎
０
９
２
（
８
５
２
）
４

５
３
６

人
づ
く
り
で

�

ま
ち
づ
く
り
事
業

在
日
外
国
人
高
齢
者

福
祉
手
当
を
支
給

城
山
ま
つ
り
参
加
と

�

義
援
金
協
力
へ
の
お
礼

　
城
山
を
守
る
会
が
４
月
29

日
、城
山
ま
つ
り
を
開
催
し
、

同
日
に
東
日
本
大
震
災
へ
の

義
援
金
募
金
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
４
万
７
４
８
０
円
は
、
被

災
地
で
桜
の
植
樹
活
動
を
し

て
い
る
「
桜
ラ
イ
ン
３
１
１

実
行
委
員
会
」
と
、
未
就
学

児
に
遊
び
を
通
じ
た
支
援
活

動
を
し
て
い
る
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
」
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
募
金
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
事
務
局
（
武
重
）

�

☎
（
37
）
１
５
９
２

社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
年
金
相
談

案
書
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参

加
申
込
書
、
そ
の
他
の
必

要
書
類
を
渡
船
課
へ
提
出

し
て
申
し
込
む

＊
募
集
要
項
や
各
書
類
の

様
式
は
、
市
ＨＰhttp://�

w
w
w
.city.m

unaka�
ta.lg.jp/

→
「
市
内
に
お

住
ま
い
の
方
」
→
「
公
共

交
通
・
道
路
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

●
決
定
方
法
　
７
月
下
旬
に

企
画
提
案
書
を
基
に
選
考

会
で
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　
渡
船
課

�
☎
（
36
）
０
０
２
６

福
祉
政
策
課
（
市
役
所
北

館
・
13
番
）
窓
口
で
申
請

す
る

＊
支
給
開
始
は
申
請
日
の
翌

月
分
か
ら

＊
毎
年
７
月
１
日
〜
同
31
日

に
更
新
申
請
が
必
要

■
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
政
策
課

高
齢
者
施
策
係

�
☎
（
36
）
１
３
０
８

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

東
福
岡
年
金
事
務
所
　

☎
０
９
２
（
６
５
１
）
７

９
６
７

＊
宗
像
市
役
所
で
の
予
約
、

問
い
合
わ
せ
は
で
き
ま
せ

ん
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みんなで応援しよう！
福岡サニックスブルース

選手が「ちびっ子ラガーマン」を指導
◆
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

�

サ
ッ
カ
ー
教
室

　
く
り
え
い
と
３
丁
目
の
調

整
池
内
に
整
備
さ
れ
た
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
で
４
月
28

日
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
・
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

の
コ
ー
チ
陣
５
人
の
指
導
に

よ
る
「
こ
ど
も
サ
ッ
カ
ー
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

１
１
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
参
加
者
を
１

　市運動広場で４月22日、福岡
サニックスブルースの選手たち
が地元の玄海ジュニアラグビー
クラブの子どもたちにラグビー
を指導しました。
　市では、市内の「スポーツ資
産の有効活用」として地域や学
校、団体などの求めに応じて人
材、ノウハウなどを提供する指
導者講習会や、競技者へ技術支援をする事業を展開しています。
　赤間西小１年の井上晴生（はる）くんは「大好きなブルースの選手
から直接教えてもらえてうれしい」と喜んでいました。
　憧れのトップリーガーからの指導は、子どもたちにとって大きな刺
激となったようでした。
� ■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

優しく指導するブルースの選手

調
整
池
が

�
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に

部
（
８
歳
以
下
）、２
部
（
９

歳
・
10
歳
）、
３
部
（
11
歳

以
上
）
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
前
半
は
ゲ
ー
ム
、
後
半

は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を

２
チ
ー
ム
編
成
と
し
た
フ
ッ

ト
サ
ル
の
試
合
を
し
ま
し

た
。

　
２
部
グ
ル
ー
プ
の
中
村
慶

汰
く
ん
、
阿
部
蓮
矢
く
ん
、

甲
斐
大
翔
く
ん
、
真
内
拓
実

く
ん
、
大
場
匠
真
く
ん
、
指

原
将
人
く
ん
の
６
人
に
ゲ
ー

ム
の
感
想
を
聞
く
と
「
今
日

初
め
て
会
っ
た
仲
間
と
チ
ー

ム
を
組
ん
だ
け
ど
、
協
力
し

て
試
合
で
き
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
し
、
新
し
い
友
達
が

で
き
ま
し
た
」
と
元
気
な
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
将
来
の
夢
は
？
」
と
尋

ね
る
と
、一
斉
に「
サ
ッ
カ
ー

選
手
！
」
と
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
子
ど
も

た
ち
の
指
導
に
当
た
っ
た

コ
ー
チ
陣
の
西
村
望
さ
ん

（
20
歳
代
）
は
河
東
地
区
の

出
身
で
、
優
し
く
き
び
き
び

と
し
た
指
導
に
好
感
が
持
て

ま
し
た
。

◆
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
第
１
回

�

く
り
え
い
と
カ
ッ
プ

　
翌
29
日
は
、
同
会
場
で

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

は
16
チ
ー
ム
が
４

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
た
予
選
リ
ー
グ

と
各
リ
ー
グ
優
勝

チ
ー
ム
に
よ
る
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
競
い
ま
し
た
。

　
各
試
合
と
も
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
展

開
で
、
特
に
決
勝

戦
は
Ｐ
Ｋ
戦
の

末
「
宗
像
フ
ァ
イ

ア
ー
ボ
ー
イ
ズ
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ

ン
・
堤
晋
也
さ
ん
（
29
歳
）

は
「
今
ま
で
は
練
習
場
が
な

く
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
施
設
が
で
き
た
の

で
大
い
に
活
用
し
た
い
」
と

白
熱
し
た
プ
レ
イ
を
す
る
子
ど
も
た
ち

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
コ
メ
ン

ト
を
く
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
宗
像
は
、
こ

の
人
気
の
要
因
を
①
調
整
池

の
整
備
・
活
用
に
対
す
る
市

民
の
期
待
②
プ
ロ
に
よ
る
指

導
③
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
定
着
し
た
サ
ッ
カ
ー
熱
の

３
点
だ
と
分
析
し
て
い
ま
し

た
。
く
り
え
い
と
３
丁
目
の

調
整
池
の
活
用
は
「
宗
像
市

く
り
え
い
と
北
土
地
区
画
整

理
組
合
」
の
提
案
で
今
回
初

め
て
実
現
し
た
も
の
で
、
今

後
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

�

（
市
民
記
者
・
麻
生
悟
）

■
問
い
合
わ
せ
先

同
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
宗
像

�

☎
（
38
）
９
１
０
２

　骨盤は体の中心部にあって上半身を支え、内臓を守
る働きがあります。骨盤を支えているのが骨盤周辺の
インナーマッスル（体の深部にある筋肉）です。これらの筋力が低下す
ると ｢骨盤のゆがみ｣ や「ゆるみ」の原因となり、腰痛や膝痛、排尿障
害などの症状を招くといわれています。
　今回は、これらの症状を予防する骨盤周辺のインナーマッスル（腸腰筋、
骨盤底筋群）の筋力トレーニングを紹介します。

●腸腰筋の筋力トレーニング
▽あおむけになって左膝を立てます。膝は90度程度曲げます（写真1）
▽右膝を曲げ、胸の方に引き上げます（写真2）
▽膝を伸ばして足を戻します
＊つま先を立てて実施します
＊左右10回が目安です
●骨盤底筋群の
　筋力トレーニング
▽あおむけで両膝を立て、おなかが膨らむように鼻から息を吸います
　（写真3）
▽手で下腹部を押さえ、下腹部に力を入れながら10秒かけて口から息を
吐きます（写真4）
＊下腹部に力が入っているか
手で確認しましょう
＊10回が目安です
＊腰痛がある人は無理のない
範囲で実施しましょう
■問い合わせ先　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

骨盤周辺の
筋肉を鍛えよう

1

3

2

4

とおいけど　きもちは近く　思ってる（西村聡
あき

斗
と

・東郷小６年）
一言で　人の心を　かえられる（前田功

こうだい

大・自由ヶ丘小６年）
だれにでも　すてきな笑顔　届けよう（宮本大

そ

空
ら

・大島小６年）
「ごめんね」と　一言いえず　モヤモヤと（門司由

ゆ

架
か

苗
な

・日の里東小６年）

Ｌ
ｅ
ｔ
＇ｓ

サ
ー
ク
ル
探
検
隊

●
主
催
　
宗
像
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
こ
ね
っ
と
」

●
日
時
　
７
月
２
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
同
11
時

30
分

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

結
工
房

●
内
容
　
子
ど
も
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
各
サ
ー
ク
ル

の
活
動
内
容
や
体
験
談
を

聞
い
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト

●
対
象
　
子
育
て
サ
ー
ク
ル

に
関
心
が
あ
る
人

●
定
員
　
先
着
20
人

●
参
加
サ
ー
ク
ル
　
い
ち
ご

み
る
く
、
ひ
ま
わ
り
キ
ッ

ズ
、
ち
び
っ
こ
探
偵
団
、

宗
像
ア
レ
ル
ギ
ッ
子
の

会
、
の
び
の
び
ク
ラ
ブ
、

よ
ち
よ
ち
キ
ッ
ズ

●
持
参
品
　
お
茶

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
６
月
21
日

（
木
）
か
ら
、
①
氏
名
②

連
絡
先
③
お
子
さ
ん
の

年
齢
を
明
記
し
て
、
メール

konet_m
unakata@

yahoo.co.jp

で
申
し

込
む

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ね
っ
と
（
中
里
）

☎
０
９
０
（
９
４
０
５
）

８
５
７
７

歴
史
講
演
会

●
主
催
　
白
山
城
祉
を
守
る

会
●
日
時
　
６
月
24
日
（
日
）

午
後
７
時
〜

●
会
場
　
山
田
地
蔵
尊
本
堂

●
演
題
　
海
の
領
主
宗
像
氏

●
講
師
　
桑
田
和
明
さ
ん

（
元
中
学
校
教
諭
）

不
登
校
を
考
え
る
「
か
た

つ
む
り
の
会
」
茶
話
会

●
主
催
　
不
登
校
を
考
え
る

か
た
つ
む
り
の
会

●
日
時
　
６
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

結
工
房

●
内
容
　
子
育
て
や
教
育
の

こ
と
な
ど
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
人
た
ち
と
悩
み
を
分

か
ち
合
う
茶
話
会

●
参
加
費
　
１
０
０
円
（
お

茶
代
）

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

同
会
（
黒
木
）

☎
０
９
０
（
１
５
１
５
）

１
２
６
７

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

ゆ
っ
く
り
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

●
主
催
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

●
日
時
　
７
月
12
日
（
木
）

〜
９
月
13
日
（
木
）
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜

同
３
時
（
全
10
回
）

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー
内

●
対
象
　
55
歳
以
上
の
人
で

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
定
員
　
先
着
10
人

●
受
講
料
　
５
５
０
０
円

＊
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

＊
パ
ソ
コ
ン
を
借
り
る
人
は

１
回
２
５
０
円
必
要

●
申
込
方
法
　
６
月
18
日

（
月
）
〜
同
29
日
（
金
）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
申
し
込
む

＊
土
・
日
曜
日
は
除
く

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

�

☎
（
33
）
１
１
５
１

●
参
加
費
　
２
０
０
円
（
お

茶
代
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
先

同
会
（
花
田
）

☎
０
９
０
（
５
４
７
１
）

１
９
４
９
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つなげよう　言葉のやさしさ　おもいやり（清水あかね・河東中３年）ありのまま　いつも通りの　あなたがいい（宇都宮茉
ま り

莉・自由ヶ丘中３年）

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、４月から月～金曜
日の相談に加えて、毎月第２・第４土曜日に電
話相談を始めました。ぜひ利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

　

超
高
齢
社
会
を
背
景
と
し

て
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

解
約
に
よ
る
入
居
一
時
金
な

ど
の
返
還
に
関
す
る
相
談
が

目
立
ち
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
、
入
居
前
の

下
調
べ
や
、
契
約
内
容
を
十

分
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

＊
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、

主
に
民
間
が
運
営
す
る
施

設
で
、
社
会
福
祉
法
人
な

ど
が
運
営
す
る
老
人
福
祉

施
設
以
外
の
も
の

■
事
例

　

１
カ
月
前
、
見
学
に
出
向

い
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
強

引
に
勧
誘
さ
れ
、
入
居
一
時

金
４
０
０
万
円
を
支
払
っ
て

契
約
。
入
居
は
来
月
の
予
定

だ
が
、
家
族
に
反
対
さ
れ
た

の
で
解
約
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
解
約
に
は
応
じ
る
が
全

額
返
金
は
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
。
納
得
で
き
な
い
。

�

（
80
歳
代
・
男
性
）

■
処
理
結
果

　
改
正
老
人
福
祉
法
が
平
成

24
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
運
営
事
業
者
は
、

家
賃
や
敷
金
、
介
護
な
ど
の

日
常
生
活
上
必
要
な
費
用
は

受
領
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
一
時
金
と
し
て
受
領
さ
れ

て
い
た
権
利
金
や
金
品
な
ど

は
受
領
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
入
居
日
か
ら
３
カ

月
以
内
の
退
去
や
死
亡
な
ど

で
解
約
し
た
場
合
、
利
用
期

間
分
の
利
用
料
や
原
状
回
復

費
用
を
除
い
て
、
前
払
い
し

た
入
居
一
時
金
を
全
額
返
還

す
る
こ
と
が
、
事
業
者
に
対

し
て
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

＊
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降

の
入
居
者
か
ら
適
用
。
事

例
の
場
合
は
、
未
入
居
の

た
め
全
額
返
金
さ
れ
ま
し

た
■
施
設
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

①
入
居
時
や
入
居
後
に
毎
月

支
払
う
必
要
な
費
用
、
退

去
時
の
費
用
な
ど
、
必
要

な
費
用
に
つ
い
て
事
業
者

か
ら
納
得
で
き
る
ま
で
説

明
を
受
け
ま
し
ょ
う

②
事
業
者
は
、「
入
居
契
約

書
」「
重
要
事
項
説
明
書
」

「
設
置
運
営
指
導
指
針
と

の
適
合
表
」「
サ
ー
ビ
ス

料
金
表
」
な
ど
の
書
面
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

③
事
業
者
が
経
営
不
振
に

陥
っ
た
場
合
の
入
居
一
時

金
な
ど
の
保
全
に
つ
い
て

も
確
認
し
ま
し
ょ
う

④
見
学
や
体
験
入
居
を
し

て
、
他
の
施
設
と
比
較
検

討
す
る
こ
と
も
大
切
で
す

有料老人ホームの料老人ホーム
契約トラブルに契約トラブルに
ご注意！ご注意！

有料老人ホームの
契約トラブルに
ご注意！

●プログラム
時　間 内　容

13：00〜
▽ラグビークリニック
▽小学生ラグビー試合

17：00

〜

20：00

▽交流運動会
▽神湊地区の盆踊り
▽打ち上げ花火のフィナーレ

　市を本拠地とする「福岡サニックスブルース」と「ＪＲ九州サンダー
ス」が合同で、ファン感謝祭を開催。ラグビー選手との交流イベントなど、
盛りだくさんの内容です。家族みんなで楽しんでください。入場無料。
●日程　７月７日（土）
●会場　サニックス玄海グラウンド（神湊）
＊会場には駐車場がありません。当日は、東郷駅日の里口〜宗像大社駐

車場〜会場間で運行する無料シャトルバスを利用してください。始発

は東郷駅日の里口12:00発、最終便は会場21:00発を予定。その間、約

30分〜１時間おきに運行します

＊時間と内容は変更になる場合あり

＊飲食コーナーあり（有料）

●交流運動会の参加者を募集します
　ラグビー選手と一緒に運動会に参加しませんか。１人から参加可能で
す。参加方法やサンセットフェスタの詳しい内容は、福岡サニックスブ
ルースＨＰhttp://rugby.sanix.jp/で確認してください。

【福岡サニックスブルース】
　平成６年創部。神湊のサニックス玄海グラウンドを拠点として活動。
平成23年度はジャパンラグビートップリーグ４勝９敗で11位。
●監督／藤井雄一郎　●主将／永下安武
【ＪＲ九州サンダース】
　昭和５年創部（新日鉄八幡製鉄所に次ぎ九州で２番目）。宗像ユリック
スが主な練習拠点。平成23年度はトップキュウシュウＡリーグ２位。
●監督／帯山浩司　●主将／服部正典

� ■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

●日時　７月７日（土）9：00〜17：00
　　　　　同８日（日）8：00〜16：00
●場所　釣川河口左岸（神湊側）のビーチ
●参加要件　１チーム５〜10人（小学生以上）で構成するチーム
●参加費（１チーム）
①一般の部＝１万5,000円
＊高校生のみのチームは5,000円、中学生以下のみのチームは無料

②レディース＆キッズの部＝無料
＊中学生以下のみのチームと女性のみのチームが参加できます

●募集チーム数　①②とも先着24チーム
●申込方法　ホームページで参加資格・要項を確認後、参加申込フォー
ムで申し込む
●申込締切日　６月24日（日）
＊メンバー登録用紙提出と参加費振り込みを確認後、受付完了

＊参加費の振込方法や大会規約など詳しくは、ビーチフットボール宗像 
ＨＰhttp://www.bf-k.com/で確認してください

� ■問い合わせ先　同実行委員会事務局　☎（62）３９２２

２０１２
むなかた

サンセットフェスタ
福岡サニックスブルース、ＪＲ九州サンダース

合同ファン感謝イベント

フィナーレの打ち上げ花火

旬
の
味
を
提
供
し
ま
す

宗
像
サ
ザ
エ
祭
り

第４回

　
県
内
第
２
位
の
生
産
量
を

誇
る
宗
像
の
サ
ザ
エ
。
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
サ
ザ

エ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

●
主
催
　
宗
像
漁
業
協
同
組

合
、鐘
崎
漁
業
協
同
組
合
、

道
の
駅
む
な
か
た

●
協
力
　
宗
像
市
産
業
振
興

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宗

像
市
商
工
会
、
宗
像
農
業

協
同
組
合
、
宗
像
漁
業
協

同
組
合
、
鐘
崎
漁
業
協
同

組
合
、
宗
像
観
光
協
会
、

市
）

●
日
時
　
７
月
１
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

＊
小
雨
決
行

●
場
所
　
道
の
駅
む
な
か
た

内
特
設
会
場（
芝
生
広
場
）

●
内
容

▽
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
、
活

サ
ザ
エ
を
販
売

▽
サ
ザ
エ
料
理
講
習
会
（
正

午
、
午
後
２
時
の
２
回
開

催
）

①
漁
師
か
ら
学
ぶ
「
お
い
し

い
つ
ぼ
焼
き
」「
刺
し
身

の
作
り
方
」

②
サ
ザ
エ
の
保
存
方
法
な
ど

を
学
ぶ
「
サ
ザ
エ
雑
学
講

座
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
む
な
か
た

�

☎
（
62
）
２
７
１
５

サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き

第５回ビーチフットボールin宗像
参加チーム募集
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健康・福祉

第 63 回
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
元
気
な
市
民
や
団
体
の
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７ 

■
テ
レ
ビ
で
見
た
人
が
目
の

前
に
…
■
う
み
ん
ぐ
大
島
１

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

児
島
玲
子
さ
ん
と
秋
丸
美
帆

さ
ん
が
参
加
。
話
し
か
け
ら

れ
た
釣
り
中
の
子
ど
も
た
ち

は
大
感
激
■
海
の
道
む
な
か

た
館
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
森

口
博
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
や
歌

に
会
場
は
大
盛
況
。
み
ん
な

の
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
■

夢
を
与
え
る
有
名
人
の
力
は

偉
大
で
す
。�

（
あ
）

■
４
月
28
日
に
開
館
し
た
海

の
道
む
な
か
た
館
。
は
る
か

古
代
、
玄
界
灘
に
海
の
道
を

切
り
開
い
た
宗
像
人
の
歴
史

に
出
会
え
ま
す
■
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
中
、
展
示
室

で
開
か
れ
た
三
姉
妹
に
よ
る

演
奏
会
。
薄
暗
い
明
か
り
の

中
、
美
し
い
三
姉
妹
の
調
べ

が
流
れ
る
様
は
、ま
さ
に「
幻

想
的
」。夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
り
ま
し
た
■
次
回
の
企

画
も
楽
し
み
で
す
。�

（
の
）

■
ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め
て

３
年
目
。
最
近
は
忙
し
く
て

夕
飯
を
つ
い
つ
い
出
来
合
い

の
も
の
で
済
ま
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
…
■
久
し
ぶ
り
に
実

家
に
帰
る
と
、
母
が
煮
魚
を

作
っ
て
待
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
愛
情
の
こ
も
っ
た
お

い
し
い
手
料
理
。
手
作
り
の

良
さ
を
再
実
感
し
ま
し
た
■

健
康
の
た
め
に
も
、
今
の
食

生
活
を
見
直
し
、
料
理
の
腕

を
磨
か
な
け
れ
ば
と
心
に
誓

い
ま
し
た
。�

（
ま
）

　「『
藤
清
光
（
と
う
せ
い
こ

う
）
は
、
男
か
女
か
分
か
ら

ん
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け

ど
、
私
は
…
女
で
す
と
」
と

福
岡
市
生
ま
れ
の
藤
さ
ん
。

冒
頭
か
ら
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

博
多
弁
で
客
席
を
沸
か
せ
ま

す
。

　
春
日
市
に
食
生
活
文
化
研

究
所
を
構
え
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
活
躍
中
の
藤
さ

ん
は
、
ふ
る
さ
と
料
理

の
掘
り
起
こ
し
と
伝
承

活
動
を
展
開
。
聞
き
取

り
調
査
を
し
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
数
は
１
２
０

０
人
を
超
え
、
掘
り
起

こ
し
た
料
理
は
４
５
０

を
超
え
る
そ
う
で
す
。

　「
ふ
る
さ
と
料
理
と

は
、
家
庭
や
地
域
に

残
る
普
通
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
食
卓
の
こ

と
。
こ
れ
は
、
外
で
は
食
べ

ら
れ
ず
、
配
達
も
お
持
ち
帰

り
も
で
き
な
い
貴
重
な
も
の

で
す
」
と
藤
さ
ん
。「
そ
れ

が
今
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
若
い
人
の
料
理
力
が
下

が
っ
て
、
家
庭
料
理
が
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
が
、
心
配

で
た
ま
ら
ん
と
で
す
」
と
危

機
感
を
訴
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
料
理
の
大
切
さ
を

熱
弁
す
る
藤
さ
ん

多くの人でにぎわう
特産品販売コーナー

体
操
を
指
導
す
る
藤
さ
ん
（
右
）

●６月は「食育月間」
　忙しいときに手を抜いてしまいがちなのが家事。特に「食」はお
金さえ出せばすぐ出来上がりの料理や総菜が手に入るため、「分かっ
てはいるけれど、ついつい…」と手を抜いてしまうこともあります
よね。
　毎年６月は「食育月間」です。日ごろの食生活を見直す機会にし
てほしいと思います。
●これが宗像の「旬」
　私たちは食べることによって健康を維持し、成長していきます。
小さいころから正しい食生活を身に付けることが肝心で、旬の食材
を適切に取ることは、その原点の一つです。
　「旬」には出始めの「走り」、最盛期の「盛り」、そろそろ終わり
になる「名残り」があります。「走り」は、新しい季節の訪れを教
えてくれますが、まだ珍しい時期なので高価です。一番安くておい
しいのが「盛り」で、栄養素は「走り」の３～５倍もあります。一
般的にいわれている「旬」は、関東地方を中心にした時期なので、
福岡県は少し時期がずれます。
　宗像で６月が旬なものと言えば、魚
介類ではアジ、サザエ。その他には
グリンピースなどの豆類やタマネギ、
キュウリなどです。
　栄養があっておいしく、体に良い旬
の食材を見極める力を身に付けると、
食生活の質はぐんと良くなります。決して特別なものではない「足
元の宝」。宗像にはたくさんあるので、ぜひ、探してみてください。

　今回は、宗像ユリックスで３月
20日に開かれた〝ふるさと料理人〟
藤清光さんの講演「足元の宝、ふ
るさと料理」を市民記者が取材し
ました。

「よかもんはよか！」「よかもんはよか！」
足元の宝、ふるさと料理

栄養士
　からの
　　一言

「食」から見直そう、
「宗像」の良さ

荒牧管理栄養士

ふ
る
さ
と
料
理
存
続
の
危
機

「
心
配
で
た
ま
ら
ん
と
で
す
」

便
利
な
も
の
が
な
い
時
代

ふ
る
さ
と
料
理
は「
知
恵
の
結
集
」

　
あ
る
時
、
若
い
お
母
さ
ん

た
ち
の
料
理
講
習
会
に
招
か

れ
「
出
来
合
い
の
も
の
を
利

用
し
て
、
簡
単
に
お
い
し
く

食
べ
る
方
法
を
教
え
て
…
」

と
言
わ
れ
、
あ
ぜ
ん
と
し
た

と
言
い
ま
す
。「
出
来
合
い

の
も
の
を
使
わ
な
く
て
も
、

ち
ょ
っ
と
工
夫
す
れ
ば
、
手

間
を
か
け
ず
に
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
方
法
は
い
く
ら

で
も
あ
る
と
で
す
よ
」
と
藤

さ
ん
。「
昔
、
大
家
族
の
時

代
に
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
い

か
に
手
早
く
お
い
し
い
料
理

を
作
る
か
に
苦
心
し
て
い

た
。
そ
の
知
恵
の
結
集
が
ふ

る
さ
と
料
理
で
す
。
便
利
な

電
化
製
品
は
い
く
ら
利
用
し

て
も
良
い
け
れ
ど
、
食
べ
る

も
の
だ
け
は
絶
対
に
手
を
抜

い
て
は
い
け
な
い
」
と
力
説

し
ま
す
。

　「
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
、
そ
の
長
寿
を
支
え
て
き

た
の
は
伝
統
の
日
本
食
だ
」

と
言
い
ま
す
。「
高
級
料
理

店
で
出
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
旬
の
も
の
を
旬

の
時
季
に
無
駄
な
く
食
べ

る
、
普
通
の
家
庭
料
理
が
日

本
人
の
生
命
を
支
え
て
き
た

の
だ
」
と
強
調
し
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
17
年
に
国
の
「
食
育

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
子

ど
も
も
大
人
も
含
め
た
「
食

育
」
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
市
で
も
、「
地
産
地
消
」

と
「
郷
土
料
理
」
の
普
及
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
平
成

19
年
、
食
育
推
進
計
画
「
健

康
む
な
か
た
食
育
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
平
成
22
年
に
は
、

市
の
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
中
に
食
育
推
進
部
会
を

設
け
て
、
食
育
の
普
及
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
講
演
会
当
日
も
、
会

場
の
外
に
特
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
農

産
物
直
売
所
「
か
の
こ

の
里
」
が
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
イ

チ
ゴ
な
ど
の
新
鮮
な
旬

の
食
材
を
、
Ｊ
Ａ
む
な

　
藤
さ
ん
が
、
中
ほ
ど
に
リ

ボ
ン
を
結
ん
だ
ひ
も
を
取
り

出
し
ま
し
た
。「
７
・
５
メ
ー

ト
ル
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の

腸
の
長
さ
で
す
。
リ
ボ
ン
の

と
こ
ろ
が
５
メ
ー
ト
ル
で
、

欧
米
人
の
腸
の
長
さ
で
す
。

日
本
人
は
米
を
食
べ
る
た
め

に
、
長
い
腸
と
そ
れ
を
収
容

す
る
胴
長
な
体
を
持
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
日
本
人
に
は
、

米
中
心
の
日
本
食
が
一
番

合
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
最

近
は
食
事
の
変
化
で
便
秘
に

悩
む
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の
ウ

ン
コ
体
操
を
教
え
ま
す
」
と

実
演
。
し
か
し
、「
日
本
食

は
バ
ラ
ン
ス
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
食
事
と
し
て
世
界
中
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
が
、
日
本

人
は
昭
和
30
年
代
を
ピ
ー
ク

手
間
を
か
け
ず
に

お
い
し
く
食
べ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
よ

に
洋
食
に
転
向
し
て
し
ま

い
、
高
脂
肪
、
高
カ
ロ
リ
ー

で
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
で
悩

む
こ
と
に
な
っ
た
」
と
藤
さ

ん
は
嘆
き
ま
す
。

　
家
族
で
食
卓
を
囲
む
姿
も

少
な
く
な
り
、
親
子
の
絆
に

も
危
機
感
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。「
料
理
を
は
さ
ん
で
、

塩
辛
か
っ
た
と
か
、
堅
か
っ

た
と
か
言
う
会
話
が
大
切
」

と
藤
さ
ん
。市
の
調
査
で
も
、

か
た
ア
グ
レ
ス
テ
ン
ペ
大
豆

加
工
グ
ル
ー
プ
が
テ
ン
ペ
商

品
を
販
売
し
、
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒
に
食
事
を
取

る
子
ど
も
が
減
っ
て
き
た

こ
と
や
朝
食
抜
き
の
子
ど

も
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
さ
ん
は
、
最
近
の
子

ど
も
に
増
え
た
歯
周
病
や

骨
折
、
疲
れ
や
す
い
体
質

な
ど
の
原
因
は
、
食
事
の

手
を
抜
く
親
の
責
任
が
大

き
く
、
親
へ
の
食
育
が
必
要

だ
と
言
い
ま
す
。「
手
間
を

か
け
ず
に
、
お
い
し
く
食
べ

る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
よ
。

ふ
る
さ
と
料
理
は
、
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
威
力
を
発
揮
す
る

足
元
の
宝
。
よ
か
も
ん
は
、

よ
か
と
で
す
」
と
藤
さ
ん
。

ふ
る
さ
と
料
理
、
家
庭
料
理

の
良
さ
を
見
つ
め
直
す
講
演

会
で
し
た
。

�

（
市
民
記
者
・
真
嶋
賢
一
）
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